
立
命
館
、
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
六
口
石
一
）

八
六
　
（
六
三
四
）

料
管

大
　
同

「
申
国
に
お
け
る
資
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
造
」

　
　
　
　
　
　
第
八
章
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
普
遍
的
真
理
と

　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
革
命
の
具
体
的
実
践
と
の
結
合
の
勝
利
」

武
　
藤

守

ま

え

が

き

　
こ
れ
は
昨
年
十
月
に
北
京
を
妨
…
し
た
時
、
有
力
な
経
済
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
中
央
工
、
尚
け
政
管
川
局
副
怜
長
で
も
あ
る
管
大

向
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
『
巾
国
に
お
け
る
資
木
ド
義
席
ｒ
茉
の
杜
八
ム
乍
養
改
止
」
の
第
、
へ
章
「
マ
ル
ク
ス
．
レ
ー
ニ
ン
上
表
の
篶
、
遍
的
真

〃
と
巾
閑
惟
命
の
目
六
体
的
火
践
と
の
結
八
Ｈ
の
嚇
利
」
の
翻
沢
で
あ
る
。
巾
閑
の
杜
会
上
義
雌
没
は
杵
命
後
Ｌ
Ｉ
五
年
を
経
て
、
そ
の
…

に
炎
多
の
内
雄
に
れ
面
し
な
が
ら
も
、
い
よ
い
よ
急
速
な
危
腿
を
遂
げ
っ
っ
あ
る
。
そ
の
州
山
の
一
っ
と
し
て
、
惟
命
前
か
ら
あ
っ

た
資
本
乍
義
焔
丁
茱
を
改
篶
し
っ
っ
火
に
巧
妙
に
利
川
し
て
仕
八
ム
上
炎
雄
設
に
化
立
て
た
こ
と
を
甘
洛
す
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
そ
れ

は
資
本
主
養
商
丁
茱
に
対
す
る
利
用
・
側
眼
・
改
止
の
政
災
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
一
七
沢
東
主
席
が
「
マ
ル
ク
ス
．
レ
ー
ニ
ン
土



義
の
普
遍
的
真
理
と
中
国
革
命
の
具
体
的
実
践
を
正
し
く
結
合
し
た
輝
か
し
い
範
例
で
あ
る
」
と
同
時
に
、
　
「
資
本
主
義
商
工
業
に

対
し
て
杜
会
主
義
改
造
を
実
行
し
た
経
験
は
、
マ
ル
ニ
・
レ
ー
一
ソ
主
義
の
理
論
的
宝
庫
を
豊
富
に
し
た
一
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
資
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
造
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
深
刻
な

杜
会
主
義
革
命
の
一
部
で
あ
る
。
巾
国
共
産
党
と
毛
沢
東
同
志
の
指
導

の
下
で
、
こ
の
革
命
は
す
で
に
輝
か
し
い
歴
史
的
勝
利
を
獲
得
し
た
。

　
中
国
労
働
者
階
級
は
帝
国
主
義
・
封
達
主
義
・
官
僚
資
本
主
義
の
支

配
を
覆
え
し
、
強
大
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
国
家
権
力
を
創
建

し
た
後
、
直
ち
に
資
本
主
義
経
済
の
中
で
最
も
重
要
で
あ
り
、
最
大
の

比
重
を
占
め
て
い
た
部
分
、
す
な
わ
ち
独
占
的
な
官
僚
資
本
を
没
収
し
、

そ
れ
を
杜
会
主
義
の
国
営
経
済
に
変
え
た
。
さ
ら
に
続
い
て
、
絶
え
ず

増
大
す
る
政
治
的
経
済
的
優
勢
を
利
用
し
、
資
木
主
義
経
済
の
そ
の
他

の
部
分
、
す
な
わ
ち
民
族
資
本
に
対
し
て
は
、
杜
八
ム
主
義
的
平
和
改
遣

を
進
め
、
次
犯
に
資
本
主
義
的
私
有
側
を
庵
除
し
、
民
族
資
木
家
階
級

一
」
対
し
て
は
政
治
思
想
の
改
造
を
進
め
、
次
姑
に
資
本
味
階
級
を
消
減

し
て
来
た
。
経
済
戦
線
に
お
け
る
什
へ
主
虚
堆
命
は
す
で
に
基
木
的
に

は
完
成
し
、
資
木
主
義
は
基
本
的
に
は
消
減
し
た
。
政
治
牧
線
と
忍
淡

戦
線
に
お
け
る
杜
会
主
義
堆
命
も
ま
た
決
定
的
な
勝
利
を
お
さ
め
、
資

本
宗
階
級
は
い
ま
労
働
者
附
級
一
」
虹
化
し
つ
つ
あ
る
段
附
に
あ
る
。
祉

　
　
　
　
管
大
同
『
中
国
に
お
け
る
資
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
造
』

会
主
義
革
命
の
過
程
に
お
い
て
、
杜
会
的
生
産
力
は
引
き
続
い
て
解
放

さ
れ
た
、
、
杜
会
主
義
確
設
は
一
路
遥
進
し
つ
つ
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
杜
会
主
義
革
命
一
」
つ
い
て
、
か
っ
て
詳

細
な
提
案
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
彼
ら
は
次
の
如
く
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
白
己
の
政
治
支
配
を
運
用
し
、
一
歩
一
歩
と

プ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
所
有
す
る
全
資
本
を
奪
取
し
、
一
切
の
生
産
手
段

を
国
家
の
手
に
集
中
し
、
す
で
に
支
配
階
級
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
手
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
急
速
に
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

産
力
の
総
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
、
ロ
シ
ヤ
人
民
は
マ

ル
ク
ス
の
偉
大
な
継
承
者
お
よ
び
革
命
の
指
導
老
レ
ー
ニ
ソ
の
指
導
の

下
で
、
ま
ず
マ
ル
ク
ス
主
義
の
仕
会
主
表
革
命
に
関
す
る
原
理
を
実
践

し
た
。
レ
ー
－
ニ
ン
は
天
才
的
に
ロ
シ
ヤ
十
月
革
命
の
経
験
を
総
括
し
、

貨
本
主
褒
か
ら
祉
会
ヒ
茨
へ
の
過
渡
期
に
関
す
る
一
系
列
の
原
理
を
提

起
し
た
。
彼
は
か
っ
て
次
の
如
く
指
摘
し
て
い
る
つ
　
「
プ
ｐ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
ｎ
Ｈ
的
は
礼
会
主
炎
を
雄
設
し
、
杜
八
ム
の
牒
級
分
裂
を
消
滅
し
、

杜
会
の
全
構
成
員
を
労
働
者
と
し
、
一
切
の
搾
取
制
度
の
茱
礎
を
消
減

（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
六
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
六
号
）

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
。
レ
ー
ニ
ソ
の
指
導
と
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
党
の
指

導
の
下
で
、
ソ
連
人
民
は
勝
利
の
う
ち
に
こ
の
斗
争
任
務
を
完
成
し
た

の
で
あ
る
。

　
中
国
の
杜
会
主
義
革
命
は
偉
大
な
十
月
革
命
の
継
続
で
あ
る
。
中
国

の
杜
会
主
義
事
業
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
指
針
と
し
、
一
切

の
基
本
は
す
べ
て
厳
格
に
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
本
原
理
を

遵
守
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
独
裁

を
迷
設
し
、
強
大
な
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
独
裁
の
下
で
、
計
画
的
に
国

民
経
済
を
発
展
さ
せ
、
杜
会
主
義
経
済
の
某
礎
を
達
設
す
る
こ
と
で
あ

り
、
杜
会
主
義
国
有
化
と
農
業
合
作
化
を
実
現
し
、
資
本
士
上
義
私
有
制

と
個
人
私
有
制
を
消
滅
す
る
こ
と
で
あ
り
、
賓
本
家
階
級
を
消
滅
し
、

思
想
革
命
と
文
化
革
命
を
連
め
る
こ
と
等
々
で
あ
る
。
わ
が
国
の
杜
会

主
義
革
命
の
実
践
的
膀
利
ぱ
、
再
度
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ノ
主
兼
の
真

理
性
と
普
一
遍
性
と
を
江
明
し
た
。

　
中
困
共
座
党
の
指
導
す
る
革
命
も
、
ま
た
わ
が
国
の
具
体
的
状
沈
か

ら
川
禿
し
、
椎
几
峻
的
創
遣
的
に
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
上
施
の
原
州
を

運
用
し
、
革
命
の
い
ろ
い
ろ
な
閉
趣
を
解
決
し
た
も
の
で
あ
る
、
一

東
同
ム
の
著
糸
な
概
括
的
説
明
方
法
に
よ
れ
ぼ
、
一
、
ル
ク
ス
．
レ
ー
ニ

ソ
十
工
衷
の
普
、
遍
的
東
理
と
巾
因
革
命
の
具
休
的
火
映
と
の
納
合
で
あ
る
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
六
三
六
）

資
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
造
は
、
党
中
央
と
毛
沢
東
同
志
が
創

造
的
に
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
普
遍
的
真
理
を
わ
が
国
の
革
命

に
具
体
的
に
正
確
に
結
合
し
た
輝
か
し
い
範
例
で
あ
る
。
わ
が
国
が
資

本
主
義
商
工
業
に
対
し
て
杜
会
主
義
改
造
を
実
行
し
た
経
験
は
、
マ
ル

ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
理
論
的
宝
庫
を
豊
宴
に
し
た
。

　
一
、
党
中
央
と
毛
沢
東
同
志
は
創
造
的
に
マ
ル
ク
ス
．
レ
ー
ニ
ソ
主

義
の
継
続
革
命
論
と
革
命
発
展
段
階
論
と
の
統
一
的
原
理
を
運
用
し
、

絶
え
ず
わ
が
国
の
杜
会
主
義
革
命
事
業
を
発
展
さ
せ
、
資
本
主
義
商
工

業
に
対
し
て
は
漸
次
的
に
杜
会
主
義
改
造
を
進
め
、
杜
会
主
義
革
命
と

杜
会
主
義
建
設
と
を
結
合
さ
せ
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
柚
互
促
進
作
用
を
充

分
に
発
揮
さ
せ
た
。

　
マ
ル
ク
ス
は
か
っ
て
詳
細
に
杜
会
主
、
義
単
命
の
科
学
的
畢
繍
を
関
明

し
て
い
る
。
彼
は
一
八
五
〇
年
に
次
の
如
く
指
梢
し
て
い
る
、
　
「
こ
の

よ
う
な
杜
会
上
表
は
継
続
革
・
命
の
宣
布
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト

の
階
級
独
栽
の
実
塊
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
独
裁
を
必
ず
経
過
す
べ
き

過
渡
的
段
喘
と
な
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
恨
本
的
に
附
級
族
別
の
消
減
を

迷
成
し
、
　
一
切
の
化
産
に
こ
れ
ら
の
差
別
的
生
産
関
係
を
消
械
し
、
こ

れ
ら
の
生
庇
関
係
に
適
応
し
た
す
べ
て
の
礼
公
関
係
を
消
減
し
、
こ
れ



ら
の
生
産
関
係
か
ら
生
ず
る
一
切
の
観
念
を
変
革
す
る
こ
と
を
要
求
す

（
３
）
る
」
と
。
レ
ー
ニ
ン
は
労
働
者
階
級
の
革
命
運
動
に
話
が
及
ん
だ
時
、

か
っ
て
次
の
如
く
説
明
し
た
、
　
「
わ
れ
わ
れ
は
継
続
革
命
を
主
張
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

わ
れ
わ
れ
は
決
し
て
中
途
で
止
め
な
い
」
と
。
さ
ら
に
指
摘
す
る
、

「
杜
会
主
義
革
命
は
一
回
の
行
動
で
は
な
く
、
一
戦
線
上
の
一
回
の
戦

　
　
　
　
（
５
）

斗
で
は
な
い
」
と
。
革
命
は
継
続
的
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
股

階
を
追
っ
て
進
む
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
っ
の
客
観
的
法
則
で
あ
る
。

革
命
の
継
続
性
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
革
命
の
発
展
段
階
の
連
続
性
で
あ

り
、
次
か
ら
次
へ
と
遊
む
も
の
で
あ
る
。
革
命
の
股
階
性
と
は
、
継
続

革
命
の
過
程
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
革
命
股
階
の
質
的
差
別
で
あ
る
。

こ
れ
は
事
物
の
発
展
が
量
か
ら
質
へ
、
一
事
物
か
ら
他
の
一
卓
物
へ
と

不
断
に
推
移
す
る
過
租
を
反
映
し
て
い
る
。

　
毛
沢
東
同
ム
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
革
命
発
朕
は
階
ソ
補
と

継
続
単
命
論
と
の
統
一
原
理
を
遵
守
し
、
巾
旧
革
命
に
お
け
る
氏
仁
卒

命
と
杜
会
ヒ
炎
単
命
、
祉
会
羊
炎
と
共
産
ヒ
炎
の
各
け
陪
柵
互
の
区
別

と
柵
亙
楼
続
の
一
…
胆
を
解
決
し
、
Ｎ
叶
に
ま
た
こ
の
原
理
を
一
つ
の
将

遍
的
方
法
と
し
、
刺
辿
的
に
各
段
階
の
杵
命
－
丁
作
を
連
閑
し
、
舳
げ
を

立
て
て
継
続
的
に
一
渦
程
か
ら
他
の
一
過
秋
へ
と
泄
め
、
一
膀
利
か
ら

他
の
一
膀
利
へ
と
向
っ
た
、
、
わ
が
国
に
お
け
る
資
木
ド
炎
尚
「
茱
の
改

　
　
　
　
符
大
向
『
中
岡
に
お
け
る
資
木
主
炎
商
工
業
の
礼
へ
以
土
義
改
逃
』

‘

造
は
、
実
に
毛
沢
東
同
志
が
わ
が
国
の
杜
会
主
義
革
命
に
お
い
て
こ
の

よ
う
な
思
想
を
運
用
し
た
一
範
例
で
あ
る
。

　
民
主
革
命
に
お
い
て
、
毛
沢
東
同
志
は
一
方
で
は
、
　
「
民
主
主
義
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

経
過
し
て
の
み
、
杜
会
主
義
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
原

理
を
堅
持
し
、
民
主
革
命
と
杜
会
主
義
革
命
と
を
厳
格
に
区
別
し
て
来

た
ｃ
彼
は
全
国
人
民
に
、
民
主
革
命
の
矛
先
は
帝
国
主
義
・
封
延
主
義

お
よ
び
官
僚
資
本
十
工
義
に
向
げ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
一
般
的
に
資
本
主

義
と
生
産
手
股
の
私
有
制
を
消
減
す
る
こ
と
に
向
げ
る
べ
き
で
は
な
い
、

と
訴
え
て
い
る
，
他
面
で
は
、
ま
た
民
十
工
主
義
革
命
は
杜
会
主
義
革
命

の
必
要
な
準
備
で
あ
り
、
杜
会
主
義
革
命
は
民
主
羊
義
革
命
の
必
然
的

幽
勢
で
あ
る
こ
と
を
堅
持
し
て
い
る
。
彼
は
全
国
人
民
に
、
民
十
工
革
命

を
徹
底
的
に
進
め
、
条
件
の
具
術
す
る
時
期
を
準
倣
し
、
そ
れ
を
杜
会

主
義
革
命
に
紘
化
さ
せ
る
必
嘆
が
あ
る
、
と
祈
え
て
い
る
。
一
九
四
九

年
に
巾
華
人
ｋ
共
和
囚
の
成
立
後
、
党
と
政
府
は
な
お
全
国
人
比
を
指

導
し
て
民
乍
拒
命
け
附
で
筏
さ
れ
た
任
務
を
徹
瓜
的
に
解
決
す
る
必
要

が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
直
ち
に
礼
会
七
炎
へ
の
過
液
則
を
閉
始
し
た
。

　
一
方
に
お
い
て
は
、
同
宗
の
力
被
と
広
大
た
人
來
の
支
朴
に
よ
っ
て
、

官
瞭
資
本
を
没
収
し
、
確
火
に
旧
宗
維
済
の
動
脈
を
掌
推
し
、
秋
概
的

に
倣
大
た
仕
会
主
炎
的
旧
仰
縦
済
を
雌
設
し
、
さ
ら
に
こ
の
絡
済
を
旧

（
八
蕨
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
六
三
七
）
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民
経
済
に
お
け
る
指
導
的
地
位
に
し
た
。
他
方
に
お
い
て
は
、
国
家
権

力
と
杜
会
主
義
経
済
の
力
量
に
依
拠
し
て
、
費
本
主
義
商
工
業
に
対
し

て
は
利
用
・
制
限
・
改
造
の
政
策
を
実
行
し
、
そ
れ
を
国
家
行
政
機
関

の
管
理
・
国
営
径
済
の
指
導
お
よ
び
労
働
者
大
衆
の
監
督
す
る
軌
道
に

お
さ
め
、
系
航
的
に
彼
ら
に
対
し
て
祉
会
主
義
改
造
を
進
め
る
条
件
を

創
造
し
た
。

　
一
九
五
二
年
末
に
、
国
民
経
済
の
恢
復
お
よ
び
封
瞳
的
残
津
を
粛
渚

す
る
任
務
が
基
本
的
に
完
成
Ｌ
た
後
、
党
巾
央
と
毛
沢
東
同
十
心
は
過
渡

期
の
総
路
線
、
す
な
わ
ち
杜
会
十
工
義
革
命
と
杜
会
主
義
腔
設
と
を
同
時

に
准
あ
る
総
路
線
を
提
起
し
、
全
国
的
範
囲
に
お
い
て
次
第
に
農
業
．

手
工
業
お
よ
び
資
本
主
義
商
工
業
に
対
す
る
杜
八
ム
主
施
改
遣
を
実
塊
し
、

次
弗
に
国
家
の
杜
会
主
義
工
業
化
の
任
務
を
火
塊
す
る
こ
と
を
塊
定
し

た
。
こ
の
総
路
線
の
提
起
は
、
明
確
に
仕
会
ヒ
表
へ
の
路
線
．
任
務
お

よ
び
方
法
を
示
し
て
お
り
、
カ
倣
く
各
禰
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
観
点
を
批

判
し
打
撃
し
、
堆
命
隊
列
内
部
の
錯
誤
忠
似
を
粛
沽
し
、
全
旧
人
Ｎ
が

堂
々
と
礼
会
セ
義
へ
の
遮
遊
を
妓
擁
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ソ
と
た
っ
た
、

劉
少
奇
同
ム
は
か
っ
て
次
の
如
く
指
揃
し
て
い
る
「
、
叶
、
あ
る
人
々

は
礼
会
盲
養
へ
の
逃
渡
期
の
必
要
性
を
否
比
し
た
。
彼
ら
の
あ
る
右
は

巾
国
に
お
け
る
費
本
主
義
へ
の
危
渋
、
す
な
わ
ち
資
木
ｔ
虚
へ
の
旧
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
六
三
八
）

道
を
企
図
し
よ
う
と
し
た
。
あ
る
者
は
革
命
を
停
止
し
、
長
期
に
わ

た
っ
て
既
存
の
杜
会
主
義
経
済
お
よ
び
資
本
主
義
経
済
の
現
状
を
保
持

し
よ
う
と
企
図
し
た
。
党
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
的
総
路
線
は

資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
の
必
要
性
を
肯
定
し
、
し
た
が

っ
て
右
翼
的
な
面
か
ら
す
る
各
種
の
錆
誤
し
た
観
点
を
否
定
し
た
。
同

時
に
ま
た
、
党
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
的
総
路
線
は
杜
会
主
義

へ
の
過
渡
期
は
必
ず
漸
連
的
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
資
本
主
義
商
工
業

に
対
す
る
改
造
も
ま
た
漸
進
的
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
肯
定
し
、
し
た
が

っ
て
一
朝
に
し
て
資
本
主
義
を
完
全
に
消
減
し
よ
う
と
企
凶
す
る
左
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

的
な
錯
誤
し
た
観
点
を
も
否
定
し
た
。
」
と
。
過
渡
期
総
路
線
の
輝
や

か
し
い
光
の
下
で
、
党
と
政
府
は
時
様
を
失
せ
ず
一
系
列
の
杜
会
主
義

改
造
の
柑
置
を
採
り
つ
つ
、
筑
本
主
義
商
工
業
の
改
造
を
停
頓
す
る
こ

と
な
く
一
歩
一
歩
と
前
進
さ
せ
、
遂
に
一
九
五
六
年
に
は
杜
会
主
義
改

造
の
高
潮
期
に
連
し
、
基
本
的
に
は
生
産
手
段
の
所
有
制
の
面
で
の
杜

八
ム
主
義
革
命
を
完
成
し
た
の
で
１
あ
る
。

　
維
済
戦
線
に
お
け
る
礼
会
主
炎
牡
命
の
某
本
的
完
成
は
、
一
方
で
は

資
本
求
階
級
の
政
治
的
立
場
、
お
よ
び
彼
ら
の
政
治
忠
想
の
杉
響
と
祉

八
ム
と
義
の
経
済
的
某
礎
と
の
矛
眉
を
表
面
化
さ
せ
、
杜
会
乍
義
憧
設
の

主
要
な
障
害
と
な
っ
た
。
他
方
で
は
、
ま
た
費
本
宋
陪
秋
の
政
治
灼
立
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握
し
、
改
造
中
に
お
い
て
適
当
な
順
序
と
方
法
を
採
用
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
牛
産
関
係
の
漸
次
的
変
化
と
大
衆
意
識
の
漸
次
的
昂
揚
の
必
要
に

適
応
す
る
よ
う
に
し
た
。
た
と
え
ぼ
所
有
制
の
改
遣
に
お
い
て
は
、
二

つ
の
順
庁
を
経
た
の
で
あ
り
、
第
一
歩
は
資
本
士
上
義
を
指
導
し
て
国
宗

資
本
主
義
に
転
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
猪
二
歩
は
国
家
資
本
主
義
を
杜

会
主
義
に
転
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
宗
籔
本
主
義
の
発
展
に
お
い
て

も
、
一
般
的
に
は
初
歩
的
形
式
の
加
工
予
約
・
委
記
販
売
代
理
版
売
な

ど
を
経
て
、
高
級
形
式
の
公
私
合
営
に
至
り
、
そ
し
て
最
高
形
式
の
全

業
種
に
わ
た
る
商
工
業
の
公
私
合
営
お
よ
び
定
息
の
実
行
に
至
る
な
ど

一
系
列
の
け
陪
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
改
辿
形
式
は
、
一
定
の
生
座
関

係
を
代
火
し
、
一
定
股
附
の
祉
く
ム
的
小
座
力
の
発
展
と
大
衆
芯
識
の
要

求
に
適
応
し
て
い
る
。
各
改
篶
形
人
は
ま
た
長
則
に
わ
た
っ
て
榊
ま
る

こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
は
俗
え
ず
一
い
高
い
股
喘
に
移
行
し
、
所
行
制

の
外
命
を
肚
後
に
｛
１
し
成
し
な
け
れ
、
ば
な
ら
た
い
。
　
Ｎ
様
に
、
政
治
収

舳
脈
・
川
心
州
心
帆
一
秋
の
糺
人
ぐ
ト
．
ヤ
火
革
へ
…
－
に
お
い
て
Ｊ
わ
、
小
几
レ
」
炊
一
付
は
附
批
斗
－

争
の
八
休
的
状
況
に
適
応
し
て
、
　
一
系
列
の
忠
似
教
育
と
人
米
連
軸
を

灰
…
…
…
し
、
そ
れ
を
ジ
グ
ザ
グ
人
に
前
辿
さ
せ
遂
次
的
に
沫
め
キ
、
」
せ
人
」
の

で
あ
る
。
　
一
九
．
＾
○
午
か
ら
一
九
．
Ａ
．
九
↑
の
…
の
．
舳
く
、
汕
後
し
イ
、
土

地
改
｝
｝
∴
仇
木
、
｝
恢
…
川
・
、
反
甘
Ｖ
人
…
・
小
…
｝
…
∴
、
一
．
ｋ
．
ん
．
ｋ
お
よ
び
知
識
－
分
、
ポ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
（
六
四
〇
）

思
想
改
造
運
動
を
連
め
、
ま
た
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
は
反

右
派
斗
争
お
よ
び
整
風
運
動
を
進
め
た
。
五
大
運
動
は
旅
本
家
階
級
が

帝
国
士
上
義
・
封
連
主
義
お
よ
び
官
僚
資
本
主
義
の
政
治
思
想
の
影
響
を

粛
清
す
る
よ
う
に
援
助
し
、
中
国
人
民
と
三
大
敵
と
の
政
治
思
想
の
限

界
を
一
層
明
確
に
し
た
が
、
こ
れ
は
資
本
家
階
級
の
政
治
思
想
の
改
造

に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
深
刻
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

反
右
派
斗
争
と
整
風
運
動
も
ま
た
、
わ
が
国
の
杜
八
ム
に
お
い
て
資
木
家

階
級
の
政
治
思
想
的
影
響
を
弱
め
、
賓
本
家
階
級
が
杜
会
主
表
と
炊
本

主
義
と
の
政
治
思
恕
上
の
眼
界
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
一
層
援
助
し
た

が
、
こ
れ
は
資
木
家
階
級
の
政
治
忠
想
の
改
造
に
対
し
て
直
接
的
に
深

刻
な
な
炎
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
礼
八
ム
乍
炎
改
逃
期
、
あ
る
い
は
礼
会
ト
炎
迷
設
則
に
お
い
て
、
わ
、
か

同
の
杜
会
注
炎
革
命
と
礼
会
乍
炎
雌
設
と
、
か
常
に
納
合
し
て
巡
め
ら
れ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
い
う
「
革
命
は
脱

史
の
縦
附
小
で
あ
る
」
と
い
う
忠
似
、
す
な
わ
お
礼
会
仁
炎
杵
命
の
仙

逃
允
峻
は
、
絶
え
ず
わ
、
か
旧
の
礼
会
ド
炎
雌
設
の
＾
拷
を
推
逃
し
っ
っ

あ
る
こ
と
を
止
脈
に
人
以
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
礼
八
＾
に
炎
巾

人
叩
と
ル
人
ム
に
．
衷
雌
川
肌
は
…
州
丁
条
件
・
州
一
九
川
叱
淋
一
の
作
Ｈ
川
を
充
，
分
に
准
几
…
仰

し
て
い
る
こ
と
を
火
塊
す
る
も
の
で
あ
る
。
礼
く
ム
ド
衷
維
済
は
企
旧
ｋ



維
済
に
対
す
る
杜
会
主
義
改
造
の
物
質
的
某
礎
で
あ
る
。
強
力
な
杜
会

主
義
経
済
の
力
が
あ
っ
て
初
め
て
、
欠
□
種
の
私
有
側
経
済
を
杜
会
主
義

径
済
に
依
拠
さ
せ
、
そ
れ
ら
一
」
所
有
側
改
遣
の
実
現
を
促
遊
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
一
九
五
六
年
の
全
茱
種
に
わ
た
る
資
本
ギ
義

商
工
業
に
対
す
る
改
造
の
高
揚
は
、
杜
会
主
養
経
済
の
強
大
な
発
暖
に

よ
っ
て
、
大
部
分
の
工
業
原
料
、
商
＾
源
狼
お
よ
び
販
売
市
場
を
掌
握

し
、
遂
次
的
に
資
本
主
韮
閑
丁
茉
を
困
衣
杵
禾
主
義
の
批
道
に
納
め
た

こ
と
に
よ
っ
て
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
杜
八
牟
工
義
経
済
の
迅

連
た
発
展
・
杜
八
ム
的
牛
産
力
の
高
揚
は
、
さ
ら
に
わ
が
国
の
杜
八
ム
羊
炎

と
質
本
士
上
義
と
の
問
の
矛
屑
と
斗
争
を
次
塘
に
深
め
、
遂
次
的
に
解
決

し
た
。
杜
八
ム
主
義
建
設
は
杜
会
主
義
側
度
の
優
越
性
を
顕
示
し
、
幾
千

幾
百
万
の
人
々
に
対
す
る
巨
大
な
吸
引
力
を
牛
み
、
さ
ら
に
仕
く
ム
セ
炎

改
造
楽
業
を
推
遊
し
た
。
他
方
、
資
本
七
Ｌ
褒
尚
工
業
は
次
第
に
杜
会
主

義
改
遣
を
火
一
け
し
、
仕
八
ム
乍
義
掃
済
は
そ
れ
ら
と
の
連
系
を
通
じ
、
こ

の
郁
分
の
生
陸
力
を
利
用
し
て
、
礼
八
ム
乍
衷
経
済
の
力
を
州
強
す
る
こ

と
が
で
き
た
、
同
叶
に
、
国
家
資
木
ド
炎
と
い
う
形
式
の
発
展
と
高
楊

に
っ
れ
て
、
次
第
に
旧
ｋ
経
済
に
お
け
る
糺
八
ム
ヒ
兼
＾
的
牛
床
閑
係
は
拡

大
し
、
礼
会
乍
炎
絆
済
法
則
が
禿
乍
す
る
作
用
に
へ
っ
て
広
汎
な
場
所

を
閑
拓
し
、
か
く
し
て
祉
会
的
乍
産
ヵ
の
潅
峻
に
有
利
と
な
り
、
杜
会

　
　
　
　
管
大
同
『
中
国
に
お
け
る
資
木
主
義
商
工
茱
の
杜
会
主
義
改
一
、
と

主
義
達
設
事
業
を
促
進
し
た
。
一
九
五
六
年
に
は
私
有
制
の
改
造
は
基

本
的
に
完
成
し
、
か
く
し
て
国
民
経
済
の
発
展
の
巨
大
た
る
、
尚
湖
が
出

塊
し
た
の
で
あ
る
。

　
政
治
牧
線
お
よ
び
思
想
戦
線
に
お
け
る
杜
会
主
義
革
命
と
杜
会
主
義

速
設
と
の
問
の
閑
係
も
ま
た
、
柵
互
関
連
、
相
互
推
進
の
関
係
に
あ
る
。

一
九
五
七
年
の
資
本
宗
階
級
右
派
に
対
す
る
斗
争
と
全
人
民
的
整
風
運

動
は
旧
民
経
済
の
大
耀
連
を
促
連
し
た
。
国
民
経
済
の
大
躍
進
、
杜
会

主
義
雌
設
の
発
展
は
、
ま
た
政
治
戦
線
と
思
想
戦
線
に
お
け
る
杜
会
主

義
革
命
を
さ
ら
に
連
め
る
よ
う
安
求
し
、
資
本
家
階
級
の
積
概
性
を
調

薙
発
揚
し
て
仕
会
主
義
迷
設
に
木
仕
さ
せ
る
よ
う
要
求
し
、
さ
ら
に
実

践
中
の
資
本
宗
階
級
に
対
す
る
根
本
的
改
造
を
継
続
し
て
進
め
る
よ
う

要
求
し
た
。

　
止
に
党
中
央
と
毛
沢
東
同
ム
が
、
継
続
革
命
論
と
革
命
発
展
股
喘
論

と
の
統
一
的
原
理
を
創
逃
的
に
、
わ
が
国
の
杜
会
主
義
革
命
に
運
用
し
、

し
か
も
礼
八
ム
ギ
厳
牡
命
と
礼
八
ム
仁
炎
雌
設
と
を
結
合
し
て
遊
め
、
そ
れ

ら
の
対
立
的
統
一
の
榊
互
促
巡
作
用
を
充
分
に
発
揮
し
た
こ
と
に
よ
り
、

わ
が
国
の
貰
木
・
ヒ
炎
閑
工
業
の
糺
会
セ
炎
改
追
は
迅
連
．
舳
凋
か
っ
健

令
な
発
峡
を
遂
げ
る
二
と
が
で
き
、
絶
え
ず
一
っ
の
嚇
利
か
ら
他
の
膀

利
へ
と
准
石
こ
と
が
で
き
た
の
で
ち
る
。

（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
六
四
一
）
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二
、
わ
が
国
の
杜
会
主
養
革
命
に
お
い
て
、
党
は
毛
沢
東
同
志
の
わ

が
国
に
お
け
る
杜
会
各
階
級
に
。
つ
い
て
の
卓
越
し
た
分
析
と
二
つ
の
矛

盾
に
関
す
る
著
名
な
学
説
に
基
き
、
敵
と
の
矛
盾
を
処
理
す
る
原
則
に

よ
っ
て
労
働
者
階
級
と
独
占
資
本
家
階
級
す
た
わ
ち
官
僚
資
本
家
階
級

と
の
問
の
矛
盾
を
処
理
し
、
人
民
内
部
の
矛
盾
を
処
理
す
る
原
則
に
よ

っ
て
労
働
者
階
級
と
中
小
費
木
家
階
級
す
た
わ
ち
民
族
資
本
家
陪
級
と

の
問
の
矛
盾
を
処
理
す
る
一
般
的
方
法
を
創
造
し
た
。

　
全
面
的
・
具
体
的
に
階
級
と
階
級
と
の
矛
盾
を
分
析
し
、
正
確
な
階

級
斗
争
路
線
と
階
級
矛
盾
を
分
析
し
、
正
確
な
階
級
斗
争
路
線
と
階
級

矛
盾
を
処
理
す
る
方
法
を
規
定
し
た
こ
と
が
、
巾
因
共
産
党
が
わ
が
国

の
革
命
を
指
導
す
る
基
本
的
出
発
点
で
あ
っ
た
つ
　
「
推
が
わ
れ
わ
れ
の

敵
で
あ
る
か
、
碓
が
わ
れ
わ
れ
の
友
で
あ
る
か
、
こ
の
…
趣
が
革
命
の

　
　
　
　
　
　
（
８
）

主
要
閉
魎
で
あ
る
。
」
早
く
も
一
九
二
六
年
に
、
イ
七
沢
東
同
十
心
は
「
巾

同
礼
会
に
お
け
る
ク
げ
附
紬
の
分
析
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
巾
国
無
産

附
秋
の
肚
も
ム
大
で
肚
も
忠
火
な
ｎ
膿
車
は
胆
Ｎ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
中
同
革
命
に
お
け
る
蚊
も
ヒ
」
要
な
Ｈ
肌
車
の
…
胆
を
僻
決
す
る
と

ｎ
叶
に
、
ｎ
介
資
木
宗
附
級
す
た
わ
ち
大
資
木
宋
附
級
と
巾
席
喘
級
す

な
わ
お
Ｎ
版
資
木
啄
附
級
を
Ｋ
別
す
る
論
点
を
指
杣
し
、
さ
ら
に
詐
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
六
四
二
）

に
民
族
資
本
家
階
級
の
革
命
に
対
処
す
る
態
度
の
二
面
性
を
分
析
し
、

彼
ら
の
革
命
高
揚
期
に
お
げ
る
分
化
と
動
揺
を
予
見
し
て
い
る
。
一
九

二
七
年
に
発
生
し
た
資
本
家
階
級
の
反
革
命
事
件
は
こ
の
点
を
実
江
し

て
い
る
。
こ
の
事
件
以
後
、
蒋
・
宋
・
孔
・
陳
の
四
大
家
族
を
中
心
と

す
る
中
国
官
僚
独
占
資
本
家
階
級
が
形
成
さ
れ
始
め
、
資
本
家
階
級
の

分
化
は
深
ま
り
、
民
族
の
危
機
は
激
化
し
た
。
こ
の
時
期
に
、
毛
沢
東

同
志
は
わ
が
国
の
条
件
の
下
に
お
げ
る
民
族
資
本
家
階
級
の
革
命
的
な

面
と
妥
協
的
な
面
と
を
さ
ら
に
分
析
し
、
党
は
民
族
資
本
家
階
級
に
対

す
る
連
合
と
斗
争
の
政
策
を
確
立
し
、
次
箏
に
抗
日
民
族
統
一
戦
線
と

人
民
民
主
統
一
戦
線
と
を
打
ち
連
て
た
。
こ
れ
は
革
命
の
力
を
増
強
し
、

敵
を
孤
立
さ
せ
、
わ
が
因
の
民
主
革
命
を
一
層
順
調
に
完
成
さ
せ
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
。

　
中
華
人
民
共
和
因
の
成
立
以
後
、
わ
が
国
は
礼
会
主
義
革
命
の
股
附

に
遊
み
、
ｗ
ガ
働
考
砒
～
紗
一
と
資
太
－
宗
砒
…
批
レ
」
の
…
一
の
一
オ
后
が
国
内
〕
の
士
」
巫
久

矛
盾
と
な
り
、
費
木
宗
陪
級
は
礼
会
ヤ
、
兼
革
命
の
対
俊
と
な
っ
た
。
こ

の
時
期
に
お
い
て
も
、
官
瞭
資
本
宋
陪
級
は
依
然
と
し
て
人
肚
の
敵
て

あ
る
こ
と
、
こ
の
一
点
は
，
腿
う
余
地
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
労
例
考

喘
級
が
比
旅
資
木
水
附
級
と
の
関
係
を
ど
う
処
川
す
る
か
の
川
…
越
は
、

礼
会
主
炎
休
命
を
指
導
し
ｒ
脈
な
陪
泄
斗
乎
路
線
を
脈
定
す
る
た
め
に

，



は
極
め
て
重
要
な
ポ
イ
ソ
ト
で
あ
っ
た
。
党
中
央
と
毛
沢
東
同
志
は
わ

が
国
の
歴
史
的
条
件
に
基
き
、
わ
が
国
の
民
族
資
本
家
階
級
は
杜
会
主

義
革
命
に
お
い
て
二
面
性
を
も
ち
、
官
僚
資
本
家
階
級
の
反
動
政
治
支

配
が
顧
覆
さ
れ
彼
ら
の
生
産
手
段
が
没
収
さ
れ
た
以
後
に
お
い
て
は
、

民
族
賓
本
家
階
級
は
杜
会
主
義
改
造
を
受
容
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
評

価
し
た
。
一
九
四
九
年
に
毛
沢
東
同
士
心
は
「
人
民
民
主
専
政
を
論
ず
」

と
い
う
論
文
の
中
で
、
官
僚
資
本
家
階
級
と
い
う
反
動
派
に
対
し
て
は

独
裁
の
方
法
を
用
い
る
必
要
が
あ
り
、
民
族
賓
本
家
階
級
に
対
す
る
問

題
を
含
め
て
、
人
民
内
部
の
閉
題
を
解
決
す
る
に
は
、
　
「
民
主
的
す
な

わ
お
説
得
の
方
法
」
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
九

五
〇
年
に
彼
は
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
第
一
期
全
因
委
員
会
第
二
回

会
議
に
お
け
る
講
訴
に
お
い
て
、
こ
の
区
別
を
さ
ら
に
連
め
て
説
明
し

て
い
る
。

　
佳
固
以
来
、
わ
が
国
は
毛
汰
東
同
志
の
分
析
に
よ
れ
ぽ
、
祉
会
主
義

革
命
に
お
け
る
最
も
東
要
な
閉
趣
、
す
な
わ
ち
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
狙

裁
・
資
本
乍
溢
所
有
制
の
庵
除
・
祉
八
ム
上
炎
国
有
化
の
尖
現
た
ど
の
閉

魍
に
お
い
て
、
一
面
で
は
、
独
占
的
大
費
木
宋
附
級
に
対
し
て
は
独
裁

と
倣
制
的
没
収
を
実
行
し
、
他
面
で
は
巾
小
賞
木
家
喘
級
に
対
し
て
は

団
納
と
斗
争
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
説
得
教
育
と
買
戻
し
政
策
を
実
付

管
大
同
『
中
閏
に
お
け
る
資
本
主
義
商
工
業
の
礼
会
主
義
改
逃
』

Ｌ
・
し
か
も
両
者
を
正
し
く
結
合
し
て
進
め
る
こ
と
を
創
造
的
に
採
用

し
た
。

　
わ
が
国
の
実
践
は
、
こ
の
政
策
が
完
全
に
正
し
か
っ
た
こ
と
を
証
明

し
て
い
る
。
こ
の
両
面
は
相
互
促
進
的
で
あ
る
。
大
資
本
家
階
級
に
対

す
る
独
裁
と
没
収
は
、
民
族
資
本
家
階
級
が
杜
会
主
義
改
造
を
受
容
す

る
可
能
性
と
、
民
族
資
本
家
階
級
の
団
結
を
促
進
し
、
ま
た
大
資
本
家

階
級
を
孤
立
に
陥
ら
せ
、
彼
ら
に
対
す
る
独
裁
の
実
行
を
有
利
に
し
た
、
、

同
時
に
、
こ
の
方
法
の
採
用
は
、
資
本
主
義
と
資
本
宗
階
級
の
徹
庚
的

消
減
に
有
利
で
あ
っ
た
コ
こ
の
方
法
の
採
用
は
、
所
有
制
の
変
革
に
お

け
る
生
産
力
の
破
壌
と
生
産
お
よ
び
交
換
が
停
滞
に
あ
う
可
能
性
を
免

れ
さ
せ
得
た
だ
げ
で
な
く
、
改
造
中
に
お
い
て
資
本
主
義
経
済
を
利
用

し
、
一
切
の
積
極
的
要
素
を
動
員
し
、
杜
会
主
義
建
設
に
奉
仕
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
一
九
五
七
年
に
、
毛
沢
東
同
十
心
は
杜
会
主
義
制
度
の
下
に
お
け
る
缶

種
矛
盾
に
対
す
る
精
密
な
分
析
に
基
き
、
著
名
な
「
人
民
内
部
の
矛
爪

を
正
確
に
処
理
す
る
閉
題
に
っ
い
て
」
と
い
う
講
話
を
発
表
し
、
礼
八
ム

主
義
杜
会
に
お
げ
る
敵
と
の
矛
盾
お
よ
び
人
民
内
部
の
矛
盾
と
い
う
二

つ
の
異
っ
た
矛
盾
に
つ
い
て
の
学
脱
を
捉
起
し
た
。
彼
は
閉
脈
に
次
の

如
く
指
摘
し
て
い
る
、
民
族
費
木
味
陪
級
は
帝
困
主
義
．
地
中
陪
級
．
官

（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
（
六
四
三
）
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僚
資
本
家
階
級
と
は
異
っ
て
お
り
、
労
働
者
階
級
と
彼
ら
と
の
矛
盾
は

人
民
内
部
の
矛
盾
に
属
し
、
労
働
者
陪
級
と
彼
ら
と
の
階
級
斗
争
は
一

般
的
に
人
民
内
部
の
階
級
斗
争
に
属
す
る
、
と
。
さ
ら
に
民
主
革
命
の

時
期
に
お
け
る
中
国
の
階
級
矛
盾
の
科
学
的
分
析
を
一
層
進
め
、
矛
盾

転
化
の
理
論
を
提
起
し
、
重
ね
て
矛
盾
処
理
の
閉
題
を
提
起
し
た
、
、
彼

は
指
摘
し
て
い
る
。
も
し
労
働
者
階
級
が
不
当
に
処
理
し
、
民
族
資
本

家
階
級
に
対
し
て
団
結
・
批
判
・
教
育
の
政
策
を
採
ら
ず
、
あ
る
い
は

民
族
資
本
家
階
級
が
こ
の
政
策
を
受
容
し
な
い
な
ら
ぼ
、
そ
の
結
呆
と

し
て
労
働
者
階
級
と
民
族
貧
本
家
階
級
と
の
矛
盾
は
敵
と
の
矛
盾
に
変

化
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
歴
史
的
条
件
に
よ
れ
ぼ
、
労

働
者
階
級
と
Ｎ
脈
資
本
家
階
級
と
の
問
の
矛
盾
は
人
民
内
郁
の
矛
朽
と

な
り
平
和
的
解
決
の
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
も
し
こ
の
可

能
性
を
塊
実
に
変
え
よ
う
と
す
れ
ぼ
、
わ
れ
わ
れ
の
主
観
的
努
力
に
待

つ
だ
け
で
な
く
、
矛
盾
に
対
す
る
正
確
な
処
理
に
槙
ら
ね
ぼ
な
ら
な
い

こ
と
を
大
衆
に
戊
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
可
能
条
作
が
具

燃
し
た
後
に
お
い
て
は
、
ギ
観
的
能
動
性
が
乍
要
な
も
の
と
な
り
、
正

確
に
方
針
と
政
策
を
脱
定
し
帆
一
汀
し
正
確
な
斗
争
形
、
八
を
採
る
こ
と
が

主
要
な
も
の
と
た
る
の
で
あ
る
。

　
十
余
午
釆
、
巾
国
の
労
働
者
階
批
は
党
の
指
導
下
一
」
あ
っ
て
、
常
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
六
四
四
）

ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
強
固
に
し
、
労
農
同
盟
を
強
化
し
、
優
先
的
に

杜
会
主
義
経
済
を
発
展
さ
せ
、
革
命
の
力
を
次
第
に
高
め
、
　
「
無
産
階

級
興
隆
・
資
本
家
階
級
消
減
」
の
巨
大
な
勢
力
を
形
成
し
た
。
同
時
に
、

各
種
の
政
治
杜
会
運
動
の
中
に
資
本
家
階
級
の
参
加
を
吸
収
し
、
投
機

庚
対
斗
争
・
五
反
運
動
お
よ
び
反
右
派
斗
争
に
お
い
て
は
資
本
家
階
級

の
違
法
行
為
お
よ
び
右
派
分
予
に
対
し
断
同
た
る
打
撃
を
与
え
、
こ
れ

ら
の
運
動
と
斗
争
を
通
じ
て
、
衡
本
家
階
級
を
教
育
し
、
さ
ら
に
改
造

の
実
践
お
よ
び
そ
の
他
の
方
式
を
通
じ
て
彼
ら
の
消
概
面
を
批
判
し
た
。

他
方
、
政
治
上
に
お
い
て
は
民
族
資
本
家
階
級
の
政
治
的
権
利
を
剥
奪

せ
ず
、
さ
ら
に
適
凶
に
彼
ら
の
代
表
を
人
民
民
主
独
裁
の
政
治
丁
作
に

参
加
さ
せ
た
。
経
済
上
に
お
い
て
は
国
家
資
本
主
義
を
通
じ
て
漸
進
的

な
過
渡
的
弁
法
を
採
用
し
、
さ
ら
に
民
族
資
本
家
階
級
に
対
し
て
は
買

戻
し
を
実
行
し
、
両
者
を
頗
慮
す
る
方
針
を
堅
持
し
、
異
っ
た
時
則
に

は
異
っ
た
柑
置
を
採
り
、
彼
ら
の
合
理
的
利
益
を
徽
慮
し
た
。
こ
れ
ら

を
通
じ
て
、
彼
ら
の
積
概
面
を
蚊
舞
し
、
彼
ら
の
積
極
的
要
素
を
動
員

し
、
国
民
経
済
の
恢
復
に
本
仕
さ
せ
、
杜
会
主
義
連
設
に
奉
仕
さ
せ
た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
…
結
と
斗
争
の
原
則
に
し
た
が
い
、
正
確
に
階
級

矛
盾
を
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
祉
公
上
義
改
造
の
勝
利
す
る
条
件
を

か
ち
得
た
も
の
で
あ
る
。



　
党
の
資
本
家
階
級
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
区
別
待
遇
の
政
策
は
、
矛

盾
の
普
遍
性
と
特
殊
性
と
の
弁
旺
法
的
関
係
を
正
確
に
掌
握
し
た
も
の

で
あ
り
、
正
確
に
矛
盾
の
異
る
地
位
を
掌
握
し
、
創
造
的
に
マ
ル
ク
ス

・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
階
級
斗
争
学
説
を
中
国
革
命
の
具
体
的
実
践
に
緕

合
し
た
結
果
で
あ
る
。
毛
沢
東
同
志
は
幣
級
分
析
に
お
い
て
、
従
来
か

ら
経
済
要
素
・
乍
産
関
係
の
要
素
だ
げ
を
孤
立
さ
せ
て
把
え
ず
、
ま
た

従
未
か
ら
各
喘
級
だ
け
を
孤
立
さ
せ
て
分
析
せ
ず
、
た
と
え
ぼ
彼
は
著

名
な
「
矛
盾
論
」
で
肌
い
て
い
る
如
く
、
　
「
事
物
の
発
展
過
程
の
各
段

階
に
お
げ
る
矛
盾
の
特
玖
性
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
必
ず
そ
の
関
連
に

お
い
て
、
そ
の
総
体
に
お
い
て
観
察
す
る
こ
と
が
必
要
な
だ
げ
で
た
く
、

各
股
階
に
お
け
る
矛
盾
を
各
方
面
か
ら
観
察
し
た
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
」
。

続
い
て
、
彼
は
巾
国
共
陸
党
と
国
民
党
と
の
問
の
連
令
と
斗
争
を
例

と
し
、
分
析
を
遊
め
、
説
明
し
て
い
う
、
　
「
必
ず
こ
の
両
党
の
階
級

的
某
礎
を
研
究
し
、
か
く
し
て
、
斉
峠
則
に
杉
成
さ
れ
た
そ
れ
ら
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

び
そ
の
他
の
面
で
の
矛
朽
の
対
立
を
も
研
究
し
た
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
」

と
。
毛
沢
東
同
志
の
附
級
分
析
の
方
法
は
、
ま
た
従
米
か
ら
搾
取
陪
仙

を
一
枚
岩
と
看
な
さ
ず
、
具
休
的
に
そ
の
各
喘
川
・
各
集
川
を
分
析
し
、

そ
の
左
翼
と
右
翼
を
摘
出
し
、
そ
の
巾
…
労
力
を
州
…
し
、
労
働
者
陪

級
が
獲
得
し
、
莇
員
し
得
る
砿
趣
灼
褒
ぷ
と
、
必
ず
打
條
を
与
え
ね
ぼ

　
　
　
　
管
大
同
『
中
国
に
お
げ
る
賞
木
主
義
商
工
業
の
社
会
主
義
改
遣
』

な
ら
な
い
消
極
的
要
素
と
を
摘
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
階

級
分
析
は
、
た
だ
階
級
矛
盾
の
闘
争
性
を
看
取
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
ら
の
問
の
同
一
性
、
そ
れ
ら
の
相
互
彦
透
・
相
互
転
化
の
可
能
性
を

看
取
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
毛
沢
東
同
志
は
「
矛
盾
論
」
に
お
い
て
、

ま
た
無
産
階
級
と
資
本
家
階
級
・
共
産
党
と
国
民
党
を
例
と
し
、
こ
の

問
題
を
説
明
し
て
い
る
。
　
「
ど
ん
な
人
の
頭
脳
で
も
対
立
を
見
な
げ
れ

ぼ
死
ん
だ
、
凝
固
し
た
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
牛
々
と
し
た
、
条

件
的
な
、
可
変
的
な
、
相
互
転
化
の
も
の
に
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
と
な
れ
ぼ
客
観
的
事
実
は
本
火
か
く
の
如
き
も

　
　
　
　
（
１
０
）

の
で
あ
る
か
ら
」
と
。
毛
沢
東
同
志
の
こ
の
よ
う
な
思
想
は
具
休
的
状

況
を
具
体
的
に
分
析
す
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
生
々
と
し
た

精
神
を
深
刻
に
表
現
し
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
士
上
淡
の
原
則

性
と
適
応
性
を
高
度
の
調
和
と
統
一
に
ま
で
到
迷
さ
せ
て
い
る
。

　
帝
国
セ
携
峠
代
に
お
い
て
は
、
資
木
羊
虚
は
分
化
し
て
独
占
賓
木
と

巾
小
賞
木
（
植
民
地
・
半
佃
民
地
国
宗
に
お
い
て
は
買
介
資
本
と
民
族

資
木
）
と
た
り
、
衡
木
家
陪
級
は
分
化
し
て
大
張
木
家
陪
級
と
中
小
資

木
衣
喘
級
（
帥
比
地
半
帥
吊
地
同
宗
に
お
い
て
は
買
弁
蹄
級
あ
る
い
は

官
僚
買
介
陪
級
と
Ｋ
旋
資
木
次
喘
級
）
と
た
り
、
そ
れ
は
す
で
に
益
々

一
っ
の
批
口
遍
的
現
俊
と
次
っ
て
い
る
。
巾
旧
に
お
け
る
礼
会
乍
施
峰
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
六
四
五
）
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の
実
践
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
一
つ
の
新
し
い
面
で
の
経
験
を
提

供
し
た
。

　
現
代
修
正
主
義
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
現
代
の
独
占
資
本
の
中

に
は
す
で
に
「
祉
会
主
義
的
要
素
」
が
あ
っ
て
、
平
和
的
に
「
杜
会
主
義

時
代
」
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
と
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
ら
は
「
階

級
調
和
」
を
主
張
し
、
労
働
者
階
級
と
、
資
本
家
階
級
と
の
問
の
厳
し

い
階
級
闘
争
に
反
対
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

に
反
対
す
る
。
わ
が
国
の
民
族
資
本
主
義
商
工
業
に
対
す
る
杜
会
主
義

改
造
は
、
平
和
的
方
式
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
杜
会
主
義
改
造
は
、
共
産
党
の
指
導
す
る
労
働
者

階
級
と
そ
の
他
の
労
働
人
民
が
武
装
し
て
帝
因
主
義
の
走
狗
、
す
た
わ

ち
封
建
地
主
と
大
資
本
家
附
級
の
支
配
を
顛
覆
し
、
さ
ら
に
彼
ら
に
対

し
て
独
裁
を
実
行
し
彼
ら
の
生
座
手
段
を
没
収
し
た
こ
と
が
前
捉
と
な

っ
て
い
る
、
わ
が
国
が
民
族
資
本
家
階
級
に
対
し
て
平
和
的
改
遣
を
実

行
し
た
の
は
、
実
質
的
に
は
封
雄
地
主
と
大
賓
本
家
陪
級
に
対
す
る
暴

力
的
没
収
の
補
充
で
あ
る
。
わ
が
国
が
人
民
内
部
の
矛
爪
を
処
理
す
る

瞭
州
を
用
い
て
過
液
期
に
お
け
る
労
働
者
階
批
と
民
族
命
木
一
ス
陪
級
と

の
問
の
矛
盾
を
処
理
し
た
の
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
勿

裁
の
下
に
お
け
る
附
級
閉
争
の
一
つ
の
特
殊
な
形
式
で
あ
る
。
か
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
六
四
六
）

て
、
わ
が
国
の
杜
会
主
義
改
造
は
、
現
代
修
正
主
義
者
の
妄
言
と
何
ら

共
通
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
杜
会
主
義
革
命
の
事
業
に
お
い
て
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
要
不

要
・
反
革
命
の
反
動
資
木
家
暗
級
に
対
し
て
没
収
と
鎮
圧
を
実
行
す
る

こ
と
の
要
不
要
は
、
共
産
主
義
者
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
一
切
の
反
マ

ル
ク
ス
主
義
者
と
の
根
本
的
な
分
岐
点
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
は
「
階
級

闘
争
を
承
認
し
、
同
時
に
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
承
記
す
る
人
の
み
が

マ
ル
ク
ス
士
上
義
者
で
あ
る
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
俗
流
的
ブ
チ
．
ブ
ル

階
級
（
大
資
木
家
階
級
に
至
る
ま
で
）
と
の
問
の
最
大
の
区
別
は
こ
こ

　
　
（
１
１
）

に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
杜
会
主
義
革
命
の
偉
大

な
膀
利
は
、
実
践
的
に
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
真
理
を
糺
明
し
、

班
代
修
正
主
義
者
の
反
動
的
本
質
を
暴
蕗
し
た
。

　
三
、
わ
が
国
に
お
け
る
資
木
主
義
商
工
業
改
辻
の
勝
利
は
、
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
下
で
、
採
っ
た
国
家

資
本
主
義
に
関
す
る
政
策
の
正
確
性
を
火
証
し
、
さ
ら
に
そ
の
実
践
に

お
い
て
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
下
の
困
衣
賞
本
主
茨
の
性
質
を
一

層
閉
確
に
し
、
そ
の
作
用
を
充
，
分
に
発
挿
し
、
わ
が
国
の
条
件
に
適
合

し
た
一
系
列
の
因
家
資
木
十
工
義
形
式
を
創
遣
し
、
各
種
形
式
の
発
朕
の



法
則
性
を
明
示
し
た
。

　
わ
が
国
の
国
家
資
木
主
義
は
杜
会
主
義
緑
済
の
指
導
の
下
に
あ
る
も

の
で
あ
り
、
杜
会
主
義
経
済
部
分
と
資
本
主
義
経
済
郁
分
と
の
い
ろ
い

ろ
た
程
度
に
お
げ
る
連
系
と
連
合
の
形
式
で
あ
る
。
そ
れ
は
労
働
者
階

級
と
民
族
賞
本
家
階
級
と
の
経
済
上
に
お
け
る
連
閉
皿
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
連
盟
は
杜
会
主
義
革
命
に
お
け
る
両
階
泌
の
連
合
と
醐
争
と
の
続

一
戦
線
の
一
内
容
で
あ
り
、
労
働
．
者
階
級
と
資
本
宗
階
級
と
の
問
の
一

定
の
蹄
級
関
係
を
表
塊
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
た
連
系
と
連
合
の
目
的

は
、
正
に
逐
次
的
に
資
本
士
上
義
経
済
を
改
造
し
て
消
滅
し
、
こ
れ
を
杜

八
ム
主
義
経
済
に
変
吏
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ

は
わ
、
か
困
の
条
件
の
下
で
、
附
級
閉
争
を
逃
め
る
一
つ
の
仙
殊
な
形
犬

で
あ
る
、

　
わ
、
か
閑
の
維
駄
は
、
資
木
ド
災
か
ら
礼
八
ム
ド
．
炎
へ
の
池
波
的
経
済
り
ル

式
と
し
て
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
独
裁
下
の
閑
水
淡
木
ヤ
並
は
、
ど
の
よ
う

た
形
人
を
採
ヴ
■
）
う
と
も
、
火
賞
的
に
は
資
木
ヤ
炎
と
礼
会
主
－
五
と
の
二

和
刺
の
経
沽
糺
分
の
逃
系
と
逃
令
と
た
ら
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
二
和
獅

の
洋
沽
杵
分
の
対
立
的
統
一
物
と
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
江
州
し

て
い
る
キ

　
　
わ
が
旧
に
お
け
ろ
Ｎ
水
資
木
乍
炎
に
お
い
で
、
は
、
ル
」
咋
閉
係
の
こ
の

符
大
同
『
中
岡
に
お
け
る
資
木
主
義
商
工
業
の
祉
八
ム
主
義
改
逃
』

よ
う
な
変
革
は
杜
会
主
義
経
済
部
分
を
通
じ
て
企
業
外
部
か
ら
企
業
内

部
に
進
入
し
、
企
業
内
に
お
け
る
指
導
的
地
位
を
占
め
、
遂
次
的
に
資

木
主
義
郁
分
を
改
造
し
、
最
後
に
は
完
全
に
賞
本
主
義
部
分
に
代
る
こ

と
に
よ
っ
て
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
因
家
資
本
主
義
の
発
展
過

程
で
も
あ
り
、
礼
会
主
一
義
維
済
剖
分
と
資
本
土
一
義
経
済
部
分
と
の
闘
争

過
程
で
も
あ
る
。
こ
の
闘
争
は
必
然
的
に
祉
会
主
一
義
粍
済
剖
分
の
勝
利

と
資
本
十
工
義
緑
済
部
分
の
消
滅
と
に
よ
っ
て
終
り
を
告
げ
る
の
で
あ
る

、
か
、
そ
れ
は
祉
会
主
義
部
分
、
か
倣
大
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
の
株
力
を

保
訂
と
し
、
強
大
た
絶
え
ず
発
展
す
る
企
人
民
的
所
有
側
の
生
１
、
産
を
某

礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
闘
争
に
お
い
て
、
杜
会
主

義
は
常
に
矛
膚
の
主
導
性
を
握
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
国
宗
賞
木
主
一
義
の
逃
波
則
的
化
賞
は
そ
れ
、
か
停
止
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
一
つ
の
形
人
の
上
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
。
に
お
い

て
は
、
ま
ず
Ｎ
族
資
木
に
茨
怖
、
Ｌ
一
茱
を
改
辿
し
て
旧
家
竹
珊
１
．
因
仰
維

沽
の
折
導
お
よ
び
労
働
考
人
火
の
椛
仔
下
に
あ
る
竹
木
上
共
｛
工
業
と

し
、
か
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
ら
．
…
般
的
な
仙
人
資
木
ふ
パ
と
は
異
る

こ
と
に
た
る
の
で
あ
ゐ
　
し
か
心
後
ド
」
、
礼
八
ム
に
，
灸
維
済
榊
分
と
資
木

↑
．
大
絆
済
郁
分
し
」
の
企
米
外
郁
で
の
述
、
糸
、
か
逐
次
的
に
狢
岐
し
こ
の
二

椰
獅
の
汁
済
郁
分
は
企
芙
内
舳
に
お
け
、
逃
合
と
た
ろ
の
で
あ
る
。
す

（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
六
四
七
）
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な
わ
ち
旧
家
籔
木
主
義
の
初
級
形
式
で
あ
る
加
工
予
約
・
委
証
版
売
・

代
理
版
売
な
ど
に
よ
り
逐
次
的
に
高
批
形
式
の
公
私
合
営
に
移
行
す
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
岬
別
企
業
の
公
私
合
灯
は
決
し
て
私
有
制
を
消
泌

す
る
も
の
で
な
く
、
恨
本
的
に
祉
会
主
炎
と
資
本
主
一
炎
と
の
矛
朽
を
解

決
す
る
こ
と
も
な
い
。
か
く
Ｌ
て
こ
の
よ
う
な
公
私
令
灯
企
茱
は
依
然

と
し
て
咋
止
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
必
ず
さ
ら
に
高
い
形
式
に
移
行
せ

ね
ぼ
斤
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
更
に
高
級
た
け
陪
に
お
い
て
は
、
全
芙

睡
の
公
私
合
灯
企
業
は
一
定
則
閉
資
木
次
に
対
し
て
定
息
を
火
行
す
る
。

こ
の
よ
う
な
形
式
は
、
依
然
と
し
て
旧
衣
資
木
乍
炎
の
名
雌
を
昧
つ
け

れ
ど
も
、
し
か
し
件
貫
卜
一
は
す
で
に
狐
木
灼
に
は
杜
八
ム
上
五
的
企
人
民

所
有
制
の
企
茉
に
た
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
旧
味
資
木
乍
、
炎
、
か
低
級
た
形
式
か
ら
一
＾
級
な
レ
式
に
逐
次
移
行
す
る

の
は
一
つ
の
容
舳
帆
的
必
外
で
あ
っ
て
、
旧
｝
狐
ル
灯
木
す
、
壮
批
は
こ
の
よ
う
た

対
立
的
統
一
体
ｎ
身
と
し
て
の
帆
定
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

た
倍
行
は
ｎ
允
的
に
火
以
す
る
も
の
で
は
た
く
、
仕
公
ポ
．
犬
制
度
の
下

に
お
い
て
は
、
共
雌
兇
と
労
帥
考
喘
仙
、
か
な
搬
灼
に
小
雌
閑
床
は
乍
比

力
の
売
映
に
適
応
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
法
川
を
卓
批
し
、
な
泌
灼
に

わ
、
か
旧
の
粂
件
下
に
あ
る
附
級
閉
ヤ
の
法
州
を
坐
批
し
、
マ
∴
ノ
ス
上

災
の
継
続
巾
命
沽
と
巾
命
允
映
け
附
ソ
、
舳
の
舳
点
を
そ
の
丁
作
の
巾
一
」
け
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
（
六
四
八
）

徹
さ
せ
る
緒
果
で
あ
る
。
国
家
費
木
士
上
義
に
含
ま
れ
る
狩
本
主
養
と
費

本
家
階
級
に
は
こ
の
よ
う
た
肯
口
的
で
あ
り
対
抗
性
を
も
つ
力
、
か
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
た
砕
行
は
一
つ
の
複
雑
な
階
級
闘
争
の
逃

程
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
必
ず
指
導
的
・
計
丙
的
・
漸
逃
的
に

進
め
る
必
要
、
か
あ
る
。
乍
康
閑
係
改
遣
の
あ
る
一
は
麻
で
汕
足
せ
ず
、

若
干
の
矛
爪
の
一
時
的
枢
和
に
沽
た
せ
ず
、
必
ず
逐
次
的
に
そ
れ
を
さ

ら
に
高
い
け
階
に
桐
導
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
、
適
ｗ
「
た
条
件
の
下
に

お
い
て
は
、
た
と
え
ぼ
一
九
丁
六
年
に
企
茉
柵
の
、
公
私
合
仰
が
＾
刈
則

に
あ
っ
た
叶
の
如
く
、
旧
宗
資
木
中
五
は
雌
逃
の
形
式
で
さ
ら
に
｛
い

禿
娯
け
喘
に
推
遊
し
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ぼ
、
乍
産

力
の
禿
災
を
肌
宕
し
、
労
働
人
Ｎ
の
糺
八
ム
ｔ
、
五
的
秋
概
性
を
狽
い
、
企

杜
会
上
ト
荻
革
へ
叩
の
歩
み
を
破
壊
す
る
で
あ
ろ
う
。
条
件
の
只
淋
し
た
い

叶
に
は
、
旧
”
琢
資
木
に
篶
批
は
川
ナ
化
の
リ
〃
～
八
を
派
世
か
に
似
丁
ん
た
〕
十
６
心
な
引

上
げ
を
防
止
し
な
け
れ
ぼ
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
労
働
肯
附
秋
の
巾
に
も

時
と
し
て
や
や
爪
牒
ム
ー
ド
、
か
塊
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
資
木
次
附
級

の
巾
に
も
ま
た
常
に
介
、
十
の
汽
Ｈ
灼
た
衡
惟
力
。
か
以
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
た
と
え
ぼ
公
仏
八
〔
付
の
＾
洲
則
の
汕
に
、
あ
る
資
木
宗
は
「
無
一

物
」
と
な
り
、
企
茱
の
仙
欠
あ
る
い
ぱ
旧
雌
を
政
府
に
伝
妹
す
る
た
め

に
急
い
で
公
仏
合
仰
を
、
災
求
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
。



　
国
家
流
本
主
義
の
目
的
は
漸
次
的
に
資
本
主
義
の
生
産
関
係
を
改
遣

す
る
こ
と
に
あ
る
、
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
た
改
逃
形
式
は
、
直
ち
に
賞

木
主
義
を
消
汰
せ
ず
、
資
木
主
義
の
積
板
性
を
利
用
し
、
そ
の
消
槻
性

を
側
映
す
る
作
用
を
充
分
に
発
挿
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
改

遊
巾
に
お
い
て
は
、
資
木
家
を
生
産
の
外
に
排
除
せ
ず
、
黄
．
不
宋
階
級

の
積
板
的
要
糸
を
充
分
に
発
拝
さ
せ
、
彼
ら
の
消
枢
的
要
い
糸
を
批
判
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
国
宗
狩
木
主
表
は
実
除
上
は
賞
本
主
茄
経
済
の
生

産
関
係
を
改
辻
す
る
と
同
咋
に
、
、
こ
の
郁
分
の
牛
陸
力
を
糾
総
し
．
利

用
し
発
映
さ
せ
、
そ
の
沽
軸
に
対
し
て
竹
珊
と
靴
督
を
巡
め
る
一
概
の

緑
済
形
式
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
国
衣
貰
木
ｔ
並
は
党
が
資
木
ｋ
炎
帖

工
茱
に
対
し
て
利
州
・
制
映
お
よ
び
改
遣
炊
災
を
火
塊
す
る
よ
い
子
け

と
た
り
、
貰
木
宗
を
救
育
す
る
学
校
と
た
る
の
で
あ
る
。
わ
、
か
旧
の
火

脹
に
お
い
て
、
旧
床
資
木
ド
五
の
こ
の
よ
う
な
作
川
を
充
分
に
売
搾
す

る
こ
と
、
か
で
主
」
こ
と
、
さ
た
」
そ
れ
ら
を
杣
．
九
に
沽
合
さ
せ
る
こ
と

、
か
で
き
た
こ
と
は
、
北
の
＾
度
な
指
導
“
、
ム
術
を
火
以
し
て
い
不
　
わ
、
か

円
の
汁
炊
は
、
旧
水
汽
木
仁
八
に
、
こ
れ
ら
の
作
川
を
充
分
に
た
仰
さ

せ
ゐ
に
は
、
凧
一
ず
企
太
木
内
一
郁
に
布
力
“
ば
）
〃
舳
”
打
の
昨
…
朴
ソ
征
脈
｝
、
、
、
し
、
礼

八
ム
上
■
火
舳
分
を
企
茱
内
郁
の
労
例
肯
大
火
の
力
と
沽
令
ぎ
せ
ろ
こ
し
」
に

あ
る
こ
と
を
丁
川
し
て
い
ろ
、
穴
お
二
、
ホ
列
の
絆
沽
上
・
故
治
上
．
法

　
　
　
　
管
大
同
『
中
岡
に
お
け
る
賓
木
主
義
商
工
業
の
社
八
ム
主
義
改
逃
』

律
上
・
思
想
意
識
上
の
柑
置
。
と
大
衆
運
動
を
採
ら
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
そ

の
う
ち
最
も
主
要
な
も
の
は
、
正
し
い
価
格
政
策
と
利
澗
政
策
で
あ
り
、

す
で
に
搾
取
を
制
眼
す
る
こ
と
が
で
き
る
以
上
は
、
同
時
に
資
本
家
嚇

級
の
合
法
的
利
益
を
保
証
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
大
衆
を
動
員
し

て
改
造
拒
、
石
と
違
法
な
投
機
行
為
を
監
督
し
打
撃
し
、
正
当
な
経
営
を

保
護
し
、
資
本
宋
に
対
し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
形
式
の
教
育
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
国
家
資
木
主
義
の
発
展
に
対
し
て
も
両
者
を
顧
慮
す
る
方

針
に
基
き
、
全
面
的
規
劃
と
適
当
た
安
排
を
Ｌ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

国
宗
資
、
木
キ
炎
の
各
股
牒
に
お
い
て
は
、
特
に
そ
れ
、
か
高
級
股
階
に
連

し
た
以
後
に
お
い
て
も
な
お
正
、
れ
ら
に
対
し
て
企
業
改
琳
（
主
と
し
て

杜
く
ム
ｔ
炎
の
維
常
管
理
制
度
に
資
木
主
戎
の
維
営
符
理
欄
度
を
代
、
又
る

こ
と
）
経
済
改
糾
（
主
と
し
て
火
水
力
紅
繊
と
生
比
力
舳
航
を
改
善
す

る
こ
と
）
を
迭
め
ね
ぼ
た
ら
た
い
。
こ
の
よ
う
な
改
革
と
改
組
は
、
生

水
閑
係
改
辻
の
継
続
で
あ
る
。

　
班
布
で
は
、
国
宗
資
木
土
火
は
す
で
に
一
っ
の
普
遍
的
た
維
済
班
像

と
な
っ
て
お
り
、
什
皿
の
火
石
旧
穴
で
も
、
す
で
に
こ
の
よ
う
た
形
式

か
あ
る
い
は
あ
の
よ
う
な
形
人
の
旧
味
資
木
主
茄
と
し
て
、
支
杣
附
級

に
木
仕
し
て
い
ろ
、
一
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
絶
対
に
資
木
乍
五
制
度
の

下
に
お
け
る
旧
太
資
木
上
炎
と
糺
公
ド
、
、
火
制
度
の
下
に
お
け
ゐ
旧
宗
資

（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
六
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
箪
六
号
）

本
主
義
と
を
区
別
し
、
こ
の
両
者
の
混
清
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
資
本
主
義
国
家
に
お
い
て
は
、
あ
る
旧
家
は
固
家
の
肘
政
予
算
を
通

じ
て
、
一
定
の
国
有
企
業
を
も
っ
て
い
る
。
あ
る
国
家
は
若
干
の
工
業

部
門
で
「
国
有
化
」
を
実
行
し
て
い
る
。
因
家
は
軍
需
物
費
の
購
入
を

通
じ
て
杜
会
的
生
産
を
調
節
し
、
若
干
の
私
営
企
業
の
経
済
活
動
に
対

Ｌ
て
行
政
監
督
と
管
理
を
行
う
こ
と
が
普
通
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

賓
本
家
陪
級
の
弁
護
論
者
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
大
い
に
宣
揚
し
、

帝
因
主
義
股
階
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
経
済
学
の
創
設
者
ヶ
イ
ン
ズ
は

概
力
こ
の
よ
う
た
「
投
資
八
ム
杜
化
」
を
技
吹
し
、
さ
ら
に
多
く
「
国
有

企
業
」
を
っ
く
れ
ば
、
充
分
に
就
業
を
達
成
し
、
危
機
を
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
、
賞
本
主
義
を
「
健
全
」
に
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
考
え
て

い
る
。
現
代
修
正
主
携
者
は
帝
国
主
義
に
代
っ
て
竹
折
り
、
忠
識
的
に

貨
木
上
義
制
度
と
杜
八
パ
主
漉
制
度
の
眼
界
を
混
渦
し
、
国
次
費
木
乍
淡

と
い
う
概
念
に
対
し
て
恥
知
ら
ず
の
歪
的
を
行
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
杜

く
ム
主
炎
の
企
人
Ｎ
的
所
有
制
に
反
対
し
、
こ
の
班
代
維
沽
に
お
い
て
蚊

も
進
歩
的
た
牛
産
閑
係
に
対
し
て
、
勝
手
た
諏
茂
を
加
え
、
杜
公
主
溢

同
次
の
全
人
Ｎ
的
所
布
伽
も
ま
た
一
禰
の
「
国
宗
資
木
乍
炎
」
で
あ
り

　
「
祉
公
的
所
布
制
の
批
低
形
式
」
で
あ
り
、
　
「
官
廠
乍
炎
と
旧
宗
主
淡

の
歪
舳
を
生
み
川
す
維
済
的
氷
礎
」
で
あ
る
と
す
る
。
他
方
、
彼
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
六
五
〇
）

帝
因
主
義
国
家
と
資
本
主
義
国
家
の
国
家
資
本
主
義
に
対
し
て
大
い
に

宣
伝
し
、
こ
の
よ
う
な
国
家
独
占
資
本
主
義
は
「
杜
会
主
義
的
填
囚
」

で
あ
り
、
資
本
主
義
祉
会
側
度
を
突
破
す
る
突
破
口
で
あ
り
、
そ
の
発

展
は
「
杜
会
主
義
の
要
囚
を
強
化
」
し
「
私
的
資
本
主
義
の
作
用
を
制

限
」
す
る
も
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
「
資
本
主
義
生
産
方
式
の
消
減
」

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
彼
ら
は
極
め
て
恥
知
ら
ず
に
も
断
言
す
る
、

「
資
本
主
義
世
界
の
国
家
資
木
主
義
へ
の
急
激
た
発
展
趨
勢
は
、
人
類

が
正
に
こ
の
よ
う
た
途
を
通
じ
て
不
可
避
的
に
杜
会
主
義
時
代
に
深
入

す
る
こ
と
を
極
め
て
明
ら
か
に
征
閉
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。

　
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
従
来
か
ら
次
の
如
く
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち

杜
八
ム
志
義
的
全
人
民
灼
所
有
制
は
人
類
の
有
史
以
来
の
最
も
進
歩
し
た

化
陸
関
係
で
あ
る
。
そ
の
出
現
は
、
一
切
の
搾
取
側
度
が
不
可
避
的
に

沽
滅
の
運
命
に
あ
る
こ
と
を
宜
缶
し
、
そ
れ
は
全
人
煩
に
と
っ
て
阯
八
パ

主
衷
と
共
座
主
炎
が
推
も
よ
い
未
米
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

か
く
し
て
、
全
人
Ｎ
的
所
有
制
が
帝
圃
主
義
者
と
そ
の
走
狗
の
反
対
に

遭
う
の
は
、
絶
対
に
概
然
た
こ
と
で
は
な
い
と
。

　
マ
ル
ク
ス
キ
表
者
は
従
来
か
ら
も
国
家
貴
木
主
炎
維
済
は
一
柄
独
立

の
経
済
形
態
で
は
な
く
、
そ
れ
は
企
体
杜
八
ム
の
政
治
的
条
件
お
よ
び
経

済
的
条
件
に
従
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
換
一
一
：
口
す
れ
ぼ
、



そ
れ
が
存
在
す
る
国
家
の
性
質
と
杜
会
経
済
的
条
件
が
国
家
資
本
主
義

の
性
質
と
作
用
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
い
う

条
件
の
下
に
あ
る
国
家
資
本
主
義
は
、
労
働
老
階
級
の
国
家
に
の
み
従

属
し
、
労
働
者
階
級
が
資
本
主
義
経
済
を
消
減
し
、
資
本
家
階
級
を
消

減
す
る
事
業
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
プ
ル
ジ
ヨ
ァ
独

裁
の
国
家
に
あ
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
形
式
の
国
家
資
本
主
義
で
あ
っ

て
も
、
た
だ
資
本
家
階
級
に
従
属
し
、
資
本
家
階
級
が
労
働
者
お
よ
び

そ
の
他
の
労
働
人
民
を
搾
取
す
る
こ
と
に
－
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
あ
る
。

　
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
独
裁
と
い
う
条
件
の
下
に
ー
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
の
出

現
と
強
化
は
、
資
本
主
義
の
本
質
に
何
ら
の
変
化
の
あ
る
こ
と
を
毫
も

意
味
し
な
い
。
資
本
家
階
級
の
国
家
資
本
主
義
は
、
実
質
上
は
一
種
の

国
家
独
占
資
本
主
義
で
あ
り
、
国
家
は
依
然
と
し
て
資
木
家
階
級
の
国

家
で
あ
り
、
そ
れ
は
エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
す
で
に
以
前
に
述
べ
て
い
る
如
く
、

　
「
現
代
国
家
…
…
そ
れ
は
い
よ
い
よ
生
産
力
の
一
層
多
く
を
自
己
の
手

中
に
掌
握
し
、
そ
れ
は
い
よ
い
よ
益
々
全
面
的
に
全
体
主
義
的
資
本
主

義
に
転
化
し
、
い
よ
い
よ
益
々
多
く
の
国
民
を
搾
取
す
る
。
労
働
者
は

依
然
と
し
て
雇
傭
労
働
老
で
あ
り
、
無
産
者
で
あ
る
。
資
本
主
義
関
係

は
消
滅
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
か
え
っ
て
極
点
に
達
し
、
頂
点
に
達
す

　
　
　
　
管
大
同
『
中
国
に
お
げ
る
資
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
造
』

弘
寸
　
こ
の
よ
う
な
国
家
独
占
資
本
主
義
の
出
現
は
、
ま
た
独
占
資
木

家
階
級
と
国
家
権
力
と
の
結
合
が
益
々
緊
密
に
な
る
こ
と
を
標
示
し
、

独
占
資
本
家
階
級
の
国
家
権
力
に
対
す
る
支
配
が
益
々
深
化
す
る
こ
と

を
標
示
し
、
国
家
権
力
を
益
々
都
合
よ
く
財
政
寡
頭
の
利
益
に
奉
仕
さ

せ
、
労
働
人
民
に
対
す
る
掠
奪
と
搾
取
を
激
し
く
す
る
。
さ
ら
に
レ
ー

ニ
ソ
の
い
う
如
く
、
　
「
国
家
は
無
限
の
権
力
を
も
っ
資
本
家
集
団
と
益

々
緊
密
に
融
合
す
る
こ
と
と
な
り
、
労
働
大
衆
に
対
す
る
残
酷
な
圧
迫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

は
、
い
よ
い
よ
人
を
驚
か
す
も
の
と
な
っ
て
来
る
」
。

　
中
国
人
民
は
帝
国
主
義
の
独
占
資
木
に
ー
よ
る
長
期
に
わ
た
る
侵
略
と

圧
追
の
悲
惨
な
経
験
を
も
ち
、
ま
た
中
国
独
占
資
本
に
よ
る
長
期
に
わ

た
る
支
配
と
搾
取
の
悲
痛
な
経
験
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
現
代
修
正
主

義
者
の
巧
言
麗
句
も
中
国
労
働
人
民
を
欺
騎
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
。

な
お
中
国
人
民
は
さ
ら
に
重
要
な
経
験
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
よ
う
な
反
動
的
国
家
独
占
資
本
主
義
に
、
対
し
て
は
、
労
働
者
階
級

が
起
ち
上
っ
て
官
僚
資
本
家
階
級
の
国
家
機
関
を
粉
砕
し
、
そ
れ
を
没

収
し
て
全
人
民
的
所
有
と
し
、
さ
ら
に
労
働
者
階
級
の
指
導
す
る
国
家

的
所
有
に
し
て
の
み
、
人
民
は
解
放
を
獲
得
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
経
験
を
。
同
時
に
ま
た
こ
の
よ
う
に
し
て
初
め
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独

裁
制
度
の
下
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
は
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
、
非

（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
六
五
一
）
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独
占
的
、
小
中
資
本
主
義
商
工
業
を
、
国
家
資
本
主
義
の
形
式
を
通
じ

て
、
一
歩
一
歩
と
順
序
よ
く
秩
序
正
し
く
杜
会
主
義
商
工
業
に
。
転
化
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
四
、
わ
が
国
に
お
け
る
資
本
主
義
商
工
業
改
造
の
勝
利
は
、
労
働
老

階
級
が
一
定
の
条
件
の
下
で
資
本
家
階
級
に
買
戻
し
政
策
を
実
行
す
る

こ
と
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
思
独
を
実
現
し
か
つ
豊

富
に
し
、
国
家
資
本
主
義
の
発
展
と
結
合
し
た
各
種
の
買
戻
し
形
式
を

創
造
し
た
。

　
わ
が
国
の
杜
会
キ
義
改
造
に
お
い
て
は
、
民
族
賓
本
家
階
級
に
対
す

る
買
灰
し
と
国
家
資
本
主
義
と
は
結
合
し
て
行
わ
れ
た
。
わ
が
国
の
民

族
費
木
家
附
級
に
対
す
る
貰
庚
し
は
、
国
家
か
ら
特
別
に
何
ら
か
の
金

銭
が
支
出
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
労
働
者
が
国
家
と
人
民
の
需
要
の
た

め
に
牛
産
す
る
叶
に
、
資
木
家
の
た
め
に
も
一
部
の
利
潤
を
牛
政
し
、

買
戻
し
の
代
価
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
わ
が
因
は
貰
次
し
と
旧
味
竹
木
十
工
義
と
を
結
合
Ｌ
て
付
い
、

木
十
工
炎
の
共
っ
た
発
映
没
崎
に
お
い
て
は
、
異
っ
た
買
反
し
仔
式
を
削

逃
し
た
二
こ
の
よ
う
次
貰
火
し
形
式
の
発
映
は
、
異
っ
た
け
附
に
お
け

る
因
次
資
本
十
工
茄
的
火
陸
閑
係
の
変
化
を
反
映
し
て
お
り
、
剰
余
価
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
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二
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の
生
産
が
逐
次
的
に
制
限
を
受
け
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

同
時
に
、
買
戻
し
が
一
種
の
制
度
と
な
り
、
そ
れ
が
逆
に
国
家
資
本
主
義

の
発
展
に
対
し
、
ま
た
生
産
関
係
の
発
展
に
対
し
て
も
、
重
要
な
作
用
を

発
揮
し
て
い
る
。
資
本
士
上
義
商
工
業
が
国
家
管
理
・
国
営
経
済
の
指
導

と
労
働
者
大
衆
の
監
督
下
に
あ
る
資
本
主
義
商
工
業
に
転
化
し
た
時
に

は
一
、
そ
れ
は
す
で
に
国
家
資
本
士
上
義
的
な
若
干
の
性
質
を
も
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
企
業
内
都
の
生
産
関
係
の
変
化
は
な
お
不
明
確

で
、
基
木
的
に
は
な
お
剰
余
価
値
の
た
め
に
生
産
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
た
状
況
に
適
応
し
た
買
戻
し
形
式
は
「
私
営
企
業
暫
行
条
例
」

に
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
資
木
家
が
配
当
を
取
得
す
る
こ
と
の
許
可
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
余
剰
金
額
か
ら
の
利
益
金
の
取
得
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
弁
法
は
有
利
に
資
木
を
有
益
た
事
業
に
投
資
す
る
よ
う
に
政
舞
し
、

同
時
に
ま
た
一
定
の
程
度
以
上
の
資
本
の
搾
取
を
例
映
し
た
。
企
業
が

国
宗
資
本
士
上
炎
の
初
級
形
式
に
入
っ
て
以
後
は
、
剰
余
価
他
の
生
産
は

明
確
た
制
映
を
ク
け
、
労
働
者
は
す
で
に
異
っ
た
租
度
で
は
あ
る
が
、

因
宋
計
画
の
任
栃
を
完
成
す
る
た
め
に
労
働
し
、
一
舳
分
は
す
で
に
杜

会
的
労
働
に
な
っ
て
い
ろ
．
、
こ
の
叶
に
は
「
四
者
に
刷
余
企
分
杣
」
と

い
う
貰
火
し
形
式
を
採
っ
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
は
化
帷
閑
係
の
こ
の
よ

う
な
変
化
を
反
映
し
て
お
り
、
剰
余
金
の
比
校
的
大
き
な
榊
分
が
礼
く
バ



十
工
義
の
た
め
の
蓄
積
と
分
配
に
な
っ
た
。
同
時
に
ま
た
そ
れ
に
比
例
し

て
資
本
家
に
は
一
定
の
利
潤
を
与
え
、
か
く
し
て
資
本
主
義
を
吸
収
し

て
国
家
資
本
主
義
形
式
に
、
入
れ
、
資
本
家
的
生
産
経
営
の
積
極
的
作
用

を
鼓
舞
し
た
の
で
あ
る
。
全
業
種
の
公
私
合
営
化
の
後
に
は
、
定
息
制

度
を
実
行
し
、
さ
ら
に
資
本
家
に
高
い
給
与
と
人
事
配
置
を
保
留
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
補
足
し
た
。
こ
の
よ
う
な
買
戻
し
形
式
は
公
私
合

営
企
業
内
の
私
的
持
分
を
生
産
手
段
の
占
有
と
支
配
か
ら
離
脱
さ
せ
、

筑
本
の
機
能
を
失
わ
せ
、
し
た
が
っ
て
根
本
的
に
資
本
主
義
的
生
産
関

係
を
変
革
さ
せ
た
。
し
か
し
、
定
息
を
一
種
の
制
度
と
し
て
普
遍
的
に

実
行
す
る
こ
と
は
、
国
宗
張
本
主
義
の
発
展
が
そ
の
最
高
段
階
に
到
辻

し
、
全
企
業
が
す
べ
て
公
私
合
常
を
実
現
し
た
時
に
の
み
、
可
能
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
全
企
業
の
公
私
合
常
化
の
後
に
国

家
が
統
一
的
に
各
企
業
の
人
力
・
物
力
お
よ
び
い
ろ
い
ろ
た
要
求
を
調

整
発
動
さ
せ
た
こ
と
に
基
く
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
分
配
関
係
か
ら
、
所

有
側
の
根
木
的
変
革
を
具
現
し
促
進
し
た
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
買
反
し
方
式
の
こ
の
よ
う
た
咋
貫
は
、
そ
れ
が
生

座
手
股
の
箏
価
物
で
は
た
く
、
売
買
閑
係
で
な
い
こ
と
を
決
定
し
て
い

る
、
川
只
灰
し
の
代
価
は
、
要
す
る
に
、
資
木
家
陪
糾
が
占
有
す
る
生
産

手
股
の
価
仙
で
決
定
せ
ず
、
杜
会
主
義
改
造
の
必
要
に
よ
っ
て
決
定
す

　
　
　
　
管
大
同
『
中
国
に
お
け
る
資
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
逃
』

る
の
で
あ
る
。

　
買
戻
し
形
式
は
国
家
資
本
主
義
の
発
展
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
だ
け

で
た
く
、
実
際
上
そ
れ
は
各
時
期
に
お
け
る
革
命
の
任
務
と
要
求
に
基

い
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
買
戻
し
政
策
の
実
行
は
、
わ
が
国
の

労
働
者
階
級
と
民
族
資
本
家
階
級
と
の
連
盟
す
な
わ
ち
時
に
は
連
合
、

時
に
は
閾
争
と
い
う
統
一
戦
線
が
杜
会
主
義
革
命
に
お
い
て
継
続
し

作
用
を
発
拝
し
得
た
と
こ
ろ
の
要
素
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
民
族
資
本

家
階
級
が
そ
れ
ほ
ど
努
力
せ
ず
に
杜
会
主
義
改
造
を
受
け
入
れ
得
た
と

こ
ろ
の
原
因
の
一
っ
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
党
が
正
確
に
労
働
者
階
級
と

資
本
家
階
級
と
の
問
の
矛
盾
を
処
理
し
た
一
面
で
あ
る
。
買
戻
し
は
ブ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
政
治
的
任
務
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
家
費

本
主
義
が
初
級
形
式
に
あ
っ
た
当
叶
は
、
利
澗
分
配
と
い
う
買
戻
し
形

式
が
最
も
妥
当
で
あ
っ
た
。
国
宗
資
木
主
義
が
高
級
形
式
に
入
っ
て
以

後
に
お
け
る
、
定
息
の
形
式
（
そ
の
他
の
買
反
し
形
式
た
と
え
ば
資
木

家
工
作
を
安
排
し
、
彼
ら
の
比
佼
｝
＾
い
約
与
を
保
惣
す
る
な
ど
）
は

ま
た
新
し
い
股
附
の
附
級
閑
係
と
附
級
オ
爪
を
適
切
に
具
塊
し
て
い
る
。

毛
沢
東
向
十
心
の
述
べ
て
い
る
如
く
、
　
「
一
而
に
お
い
て
、
資
木
宋
附
級

は
す
で
に
公
私
合
灯
企
茱
に
お
け
ろ
竹
〃
、
人
と
な
り
、
正
に
搾
収
考
か

ら
変
じ
て
そ
の
杜
力
で
小
沽
す
る
労
働
右
に
松
化
す
る
逃
枇
に
あ
る
。

（
武
藤
）
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（
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三
）
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他
面
に
お
い
て
、
彼
ら
は
現
在
な
お
公
私
合
営
企
業
に
お
い
て
定
息
を

取
り
つ
つ
あ
り
、
結
局
、
彼
ら
の
搾
取
の
根
源
は
ま
だ
離
脱
し
て
い
な

い
。
彼
ら
は
ま
だ
労
働
階
級
の
思
想
感
情
・
生
活
習
慣
と
少
た
か
ら
ざ

　
　
　
　
　
（
１
４
）

る
距
麟
が
あ
る
。
」
か
く
Ｌ
て
、
定
息
の
方
法
を
実
行
し
た
こ
と
は
、

資
本
家
階
級
が
思
想
上
お
よ
び
生
活
上
に
お
け
る
白
分
白
身
の
変
革
に

対
し
て
余
裕
を
も
っ
て
配
慮
さ
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
期
間
で
あ
り
、
彼

ら
が
政
治
思
想
の
改
造
を
進
め
る
の
に
有
利
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
労

働
者
階
級
に
は
一
歩
進
ん
で
彼
ら
の
搾
取
根
源
を
消
滅
し
政
治
上
思
想

上
か
ら
階
級
を
消
減
す
る
革
命
の
任
務
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
方
法
は
、
ま
た
疑
い
も
な
く
資
本
家
階
級
の
積
極
的
要
素
を
動
員
し
、

杜
会
主
義
に
服
務
さ
せ
る
の
に
有
利
で
も
あ
っ
た
。

　
マ
ル
ク
ス
主
義
老
は
従
来
か
ら
搾
取
階
級
に
対
す
る
買
戻
し
を
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
最
小
の
代
価
で
革
命
の
最
大
の
勝
利
に
取
り
換
え

る
一
つ
の
手
段
と
看
な
し
て
い
る
。
こ
の
意
義
に
お
い
て
い
う
な
ら
ば
、

買
戻
し
は
ど
の
よ
う
た
形
式
を
採
ろ
う
と
も
決
し
て
基
本
的
た
も
の
で

は
な
い
。
た
と
え
ぼ
ニ
ン
ゲ
ル
ス
が
か
っ
て
想
定
し
た
紙
幣
に
よ
る
買

戻
し
の
方
法
の
如
く
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
あ
る
場
合
に
は
そ

の
他
の
形
式
の
買
戻
し
を
実
行
し
た
。
た
と
え
ば
チ
ベ
ツ
ト
の
民
主
改

革
に
お
い
て
坂
乱
に
参
加
し
た
か
っ
た
農
奴
主
お
よ
び
そ
の
代
理
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
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四
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占
有
す
る
土
地
や
余
分
の
家
屋
・
耕
畜
・
農
具
な
ど
に
対
し
て
買
戻
し

を
実
行
し
、
反
帝
愛
国
で
民
主
改
革
を
受
容
し
た
農
奴
主
お
よ
び
そ
の

代
理
人
に
対
し
て
は
政
治
上
で
は
配
慮
し
、
生
活
上
で
は
援
助
を
与
え

た
な
ど
の
如
く
で
あ
る
。
　
し
か
し
そ
の
如
何
を
問
わ
ず
、
　
買
戻
し
の

過
程
に
お
い
て
現
わ
れ
る
す
べ
て
の
こ
と
は
、
政
治
関
係
と
経
済
関
係

を
含
め
て
、
労
働
者
階
級
と
搾
取
階
級
と
の
間
の
階
級
関
係
で
あ
り
、

そ
れ
は
す
べ
て
労
働
者
階
級
の
政
治
目
的
の
た
め
に
奉
仕
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
個
人
と
個
人
あ
る
い
は
国
家
と
個
人
と
の
問
の
関
係
で
は
な

く
、
純
経
済
上
の
売
買
関
係
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
買
戻
し
関
係
の

根
拠
は
労
働
者
階
級
の
独
裁
と
搾
取
階
級
の
改
造
受
容
の
可
能
性
で
あ

る
。
買
戻
し
の
可
能
性
と
現
実
性
は
、
結
局
に
お
い
て
階
級
の
力
の
対

比
で
決
定
す
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
独
仏
の
畏
民
問
題
」
に
お
い
て
大

土
地
所
有
者
没
収
に
説
き
お
よ
ん
だ
時
に
述
べ
て
い
る
、
　
「
こ
の
没
収

を
買
戻
し
方
法
を
用
い
て
実
行
す
べ
き
か
否
か
に
至
っ
て
は
、
そ
の
大

半
は
わ
れ
わ
れ
で
決
定
さ
れ
ず
、
わ
れ
わ
れ
が
政
権
を
取
得
し
た
時
の

情
況
で
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
特
に
そ
れ
は
大
土
地
所
有
者
の
ポ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

た
ち
白
身
の
行
為
で
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
。
レ
ー
ニ
ン
も
ま
た

資
本
家
附
級
に
対
す
る
岬
貝
戻
し
実
行
に
説
ぎ
お
よ
ん
だ
時
に
、
「
環
境
が

質
本
家
に
平
和
的
屈
服
を
迫
り
」
そ
れ
ら
の
「
決
心
が
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

の
た
め
に
奉
仕
し
」
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
対
し
て
有
益
で
あ
る
」

資
本
家
を
指
す
の
だ
と
い
っ
て
い
る
。

　
す
で
に
一
九
五
〇
年
に
、
毛
沢
東
同
志
は
人
民
政
治
協
商
会
議
壇
一

回
全
因
委
員
会
策
二
次
八
ム
議
に
お
い
て
次
の
如
く
指
摘
し
て
い
る
。
革

命
戦
争
の
中
で
、
ま
た
革
命
の
土
地
制
度
改
革
の
中
で
京
献
が
あ
り
、

ま
た
今
後
多
年
に
わ
た
る
経
済
建
設
と
文
化
准
設
の
中
で
貢
献
が
あ
る

パ
々
の
み
が
、
い
つ
か
工
業
国
有
化
と
農
業
杜
会
化
を
実
行
す
る
時
に
、

「
人
民
は
彼
ら
を
忘
れ
な
い
し
、
彼
ら
の
前
途
に
は
光
則
が
あ
る
」
と
。

ま
た
い
う
、
「
真
理
を
肯
定
し
て
人
民
の
た
め
に
力
を
尽
し
、
人
民
が
な

お
困
難
な
時
に
。
は
確
実
に
援
助
を
与
え
、
よ
い
こ
と
を
し
、
し
か
も
一

貫
し
て
行
い
、
中
途
で
止
め
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
人
民

と
人
民
政
府
は
彼
を
必
要
と
し
な
い
理
由
は
た
く
、
彼
に
生
活
の
機
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

と
力
を
尽
す
機
会
を
与
え
な
い
理
由
は
な
い
」
と
。
毛
沢
東
同
志
の
こ

れ
ら
の
指
示
も
、
ま
た
わ
が
国
が
民
族
寮
本
家
階
級
に
対
し
て
火
行
し

た
買
戻
し
政
策
の
基
本
的
指
導
思
想
で
あ
る
。

　
買
戻
し
に
含
ま
れ
る
意
義
は
、
異
っ
た
杜
会
制
度
の
下
に
お
い
て
は

そ
の
性
質
は
完
全
に
異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
正
に
レ
ー
ニ
ン
が
正
し
く

教
え
て
い
る
如
く
、
わ
れ
わ
れ
は
必
ず
資
本
主
義
制
度
下
と
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
独
裁
下
と
い
う
根
本
的
に
異
っ
た
性
質
の
「
国
塞
資
本
主
義
」
を
区

　
　
　
　
管
大
同
『
中
国
に
お
げ
る
資
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
造
』

別
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
必
ず
こ
の
両
種
の
異
っ
た

制
度
の
下
に
お
け
る
「
買
戻
し
」
を
区
別
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
プ

ル
ー
ド
ソ
式
の
「
労
働
者
買
戻
し
金
」
、
あ
る
い
は
杜
会
民
主
党
の
「
国

有
化
」
買
戻
し
金
、
な
い
し
は
最
近
あ
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
政
府
が
土
地
改

革
の
実
行
中
に
地
主
階
級
に
与
え
た
買
戻
し
債
権
で
あ
る
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
買
戻
し
と
毫
も
共
通
す
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
「
買
戻
し
」
は
い
ず
れ
も
根
本
に
お
い
て
資

本
主
叢
制
度
に
触
れ
ず
、
さ
ら
に
い
ず
れ
も
一
種
の
分
割
払
式
の
売
買

関
係
と
殆
ん
ど
異
た
ら
な
い
。
プ
ル
ー
ド
ソ
は
「
買
戻
し
」
を
労
働
者

と
賞
本
家
（
あ
る
い
は
家
主
）
と
の
問
の
売
買
関
係
と
し
、
そ
の
目
的

は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
手
工
業
式
の
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
に
変
え
る

こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
買
戻
し
」
は
一
種
の
反
歴

史
的
な
反
動
的
思
想
で
あ
っ
て
、
す
で
に
早
く
か
ら
マ
ル
ク
ス
と
ニ
ソ

ゲ
ル
ス
は
批
判
し
て
い
た
。
祉
会
民
主
党
の
「
国
有
化
」
は
、
資
本
主

義
所
有
側
を
改
変
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
反
っ
て
資
本
主
義
所
有
制
を

強
化
し
、
労
働
者
階
級
に
対
す
る
搾
取
を
加
頂
し
た
。
も
し
そ
れ
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
の
関
連
に
。
つ
い
て
い
え
ぱ
、
そ
れ
は
た
だ
陪
級
矛

盾
と
階
級
闘
争
を
深
化
し
た
だ
け
で
あ
る
。

（
武
藤
）

一
〇
七
　
（
六
五
五
）
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五
、
わ
が
国
に
お
け
る
賓
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
造
に
お
い

て
は
、
引
続
き
資
本
家
階
級
分
子
に
対
す
る
改
造
を
、
徹
底
的
な
陪
級

消
減
の
重
要
任
務
と
な
し
、
政
治
戦
線
と
思
想
戦
線
に
お
け
る
杜
会
主

義
革
命
の
重
要
任
務
と
し
て
進
め
て
来
た
ｃ
革
命
の
実
践
に
お
い
て
、

資
本
家
階
級
を
教
育
し
改
迩
す
る
方
法
と
経
験
を
創
造
し
、
マ
ル
ク
ス

・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
杜
会
主
義
革
命
と
階
級
消
減
に
関
す
る
学
説
を
豊

富
に
し
た
。

　
如
何
た
る
革
命
も
す
べ
て
一
定
の
陪
級
の
消
減
を
表
し
て
い
る
。
毛

沢
東
同
志
は
従
来
か
ら
沽
減
さ
れ
る
陪
級
の
構
成
員
を
改
逃
す
る
こ
と

を
徹
底
的
に
革
命
箏
業
を
完
成
し
徹
庚
的
に
搾
取
幣
級
を
消
減
す
る
た

め
の
凧
班
な
一
環
と
し
て
い
る
。
一
九
四
九
年
に
、
民
乍
革
命
が
企
国

的
に
膀
利
を
得
た
叶
、
イ
七
沢
火
ｎ
志
は
人
比
が
打
倒
し
た
支
舳
附
級
の

成
以
を
改
逃
す
る
こ
と
を
微
底
的
に
＾
仁
革
命
を
完
成
す
る
た
め
の
任

秘
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
「
工
作
を
立
派
に
行
っ
て
の
み
、
巾
因
の
仁
衷

た
杵
収
附
級
　
　
地
ザ
附
級
と
官
俳
資
木
琢
附
糾
す
な
わ
ち
独
｛
陪
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
１
８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
は
批
終
的
に
消
液
」
す
る
に
辿
ぎ
た
い
と
指
揃
し
て
い
る
、
礼
く
ム

ｔ
堆
外
命
の
け
附
に
お
い
て
、
毛
沢
束
ｎ
志
は
さ
ら
に
一
川
Ｋ
族
資
木

宗
帖
似
に
対
す
ろ
改
辻
工
作
を
枢
視
し
、
そ
れ
を
倣
吹
的
に
礼
公
に
災

革
介
を
完
成
し
附
糾
を
消
汝
す
る
た
め
の
一
仔
朽
と
し
た
だ
け
で
た
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
六
五
六
）

明
確
に
政
治
戦
線
と
思
想
戦
線
上
の
杜
会
主
義
革
命
と
し
て
提
起
し
、

そ
れ
を
杜
会
主
義
革
命
の
た
め
の
一
重
要
構
成
剖
分
と
し
て
完
成
し
た
。

杜
会
主
義
改
迭
の
過
程
に
お
い
て
、
資
本
家
階
級
を
経
済
上
に
。
お
い
て

は
搾
取
老
の
地
位
を
剥
奪
す
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
陪
級
的
地
位
を

改
革
し
、
さ
ら
に
根
木
的
に
は
彼
ら
の
政
治
的
立
場
を
改
造
し
、
彼
ら

の
階
級
灼
本
貫
を
改
革
し
、
彼
ら
を
白
覚
し
た
杜
会
主
義
の
た
め
の
労

働
者
と
す
る
よ
う
衷
求
し
た
。

　
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ノ
十
工
義
の
存
在
が
怠
識
を
決
定
し
、
意
識
が
ま

た
存
在
に
反
作
用
す
る
と
い
う
介
脈
法
の
原
理
に
基
き
、
毛
沢
東
同
志

は
従
来
か
ら
、
革
命
箏
業
を
発
於
さ
せ
る
た
め
に
、
人
々
は
改
逃
を
必

要
と
し
、
人
は
改
迭
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
。
一
九
三
七
年
に
毛
沢
東
…
志
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
、
　
「
ブ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
革
命
人
＾
の
廿
外
を
改
逃
す
る
閉
争
は
、
客
観
世
界

の
改
遣
、
お
よ
び
ｎ
己
の
十
御
此
界
の
改
辿
を
も
含
む
。
」
「
い
わ
ゆ
る

改
辿
さ
れ
る
体
概
吐
界
は
、
そ
の
巾
に
一
切
の
改
北
．
反
対
の
人
々
を
介

み
、
彼
ら
が
改
北
さ
れ
る
た
め
に
は
、
独
辿
の
け
附
を
逝
じ
た
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

た
ら
ず
、
そ
の
後
に
初
め
て
ｎ
覚
の
股
附
に
迷
み
得
る
の
で
あ
る
」
と
。

一
九
五
七
午
に
モ
＾
火
Ｎ
ｔ
は
さ
ら
に
次
の
如
く
指
仙
し
て
い
る
、
「
礼

く
ム
木
災
礼
く
ム
の
泄
設
池
杵
に
お
い
て
、
人
々
は
改
逃
を
必
炎
と
し
、
杵



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

取
者
は
改
遊
を
必
要
と
し
、
労
働
者
も
ま
た
改
遊
を
必
要
と
す
る
」
と
。

　
わ
が
囚
が
こ
の
よ
う
な
大
脱
模
に
計
画
的
に
搾
取
者
を
改
遣
し
て
労

働
者
と
し
た
こ
と
は
、
腔
史
上
始
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

改
逃
は
ど
の
よ
う
た
且
一
体
的
隈
史
的
条
件
を
必
災
と
し
て
初
め
て
そ
の

実
塊
が
保
託
さ
れ
俗
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
た
改
辻
は
、
た
だ
労
働
考
附
秋
、
か
政
惟
を
と
り
、
強
大
な

プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
独
裁
。
か
打
ち
坐
て
ら
れ
た
後
一
」
お
い
て
の
み
可
能
で
あ

っ
た
。
わ
が
国
に
お
げ
る
党
の
桁
導
と
人
Ｎ
Ｋ
乍
独
裁
の
因
家
権
力
は
、

竹
一
仁
家
階
級
を
改
篶
す
る
の
に
ま
ず
依
拠
す
べ
き
浪
木
条
件
で
あ
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ノ
ヒ
Ｌ
炎
の
市
典
の
作
考
が
ま
ず
労
働
者
陪
級
１
に
提

起
し
た
政
治
支
削
は
「
吐
会
に
対
し
て
礼
八
ム
ド
炎
改
止
を
逃
め
る
基

　
（
２
１
）

礎
」
で
あ
る
。
毛
沢
東
ｎ
六
は
止
．
に
こ
の
陳
〃
に
某
き
さ
ら
に
一
歩
を

遊
め
て
次
の
舳
く
指
納
し
て
い
る
、
　
「
人
Ｎ
の
旧
次
、
か
あ
っ
て
こ
そ
、

人
｛
は
企
旧
的
範
閉
お
よ
び
へ
」
体
的
規
桃
で
、
Ｋ
に
的
方
法
に
よ
り
、

ｎ
己
を
教
育
し
ｎ
己
を
改
辿
し
、
ｎ
己
を
内
外
．
ｋ
勅
派
の
杉
響
か
ら
雌

脱
さ
せ
（
こ
の
杉
搬
は
肌
化
も
な
お
甚
だ
大
き
く
、
さ
ら
に
長
刈
に
わ

た
っ
て
作
在
し
、
急
連
に
は
消
泌
で
き
た
い
）
、
ｎ
己
を
…
礼
公
か
ら

得
た
忠
い
刊
倣
や
忠
似
か
ら
改
辿
し
、
ｎ
己
を
、
反
幼
派
の
指
導
す
る
鉗

双
し
た
秋
線
に
荘
ま
せ
ず
、
さ
ら
に
淋
続
し
て
肺
並
し
、
杜
八
ム
主
褒
と

　
　
　
　
符
大
同
『
中
困
に
お
け
る
資
木
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
遣
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

共
産
主
義
に
向
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
。

　
わ
が
国
は
党
の
指
導
惟
と
人
民
民
主
独
裁
の
壮
大
さ
と
強
旧
さ
と
の

同
時
存
在
に
よ
り
、
わ
が
困
の
化
産
手
股
所
有
側
の
杜
会
主
炎
革
命
も

ま
た
偉
大
な
勝
利
を
冊
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
六
年
の
祉
会
主
義
改

遊
の
高
洲
後
、
杜
会
主
義
は
わ
、
か
国
に
お
い
て
は
す
で
に
△
上
而
的
た
経

済
体
系
と
な
っ
て
い
る
。
比
族
資
本
宗
階
級
か
ら
見
れ
ぼ
、
彼
ら
は
す

で
に
臼
己
の
企
業
を
引
渡
し
て
Ｌ
ま
っ
て
、
他
人
の
労
働
を
搾
取
す
る

条
件
、
す
な
わ
ち
白
己
の
陪
級
－
作
在
の
経
済
某
礎
を
火
っ
て
い
る
、
こ

の
陪
級
を
構
成
す
る
構
成
ほ
一
に
対
し
て
い
え
ぼ
、
彼
ら
の
祉
八
、
ム
維
済
的

地
位
の
重
■
大
な
変
革
、
す
な
わ
ち
一
つ
の
経
済
的
地
甘
か
ら
他
の
維
済

的
地
位
へ
の
転
化
を
閉
始
Ｌ
た
こ
と
を
、
息
味
す
る
。
杜
公
上
沽
に
お
い

て
は
、
ま
ず
人
々
の
物
質
的
地
位
に
変
化
が
生
じ
、
千
、
の
後
に
例
め
て

人
々
の
芯
識
は
そ
れ
に
応
じ
て
変
化
が
生
じ
得
る
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ

る
。
マ
ル
ク
ス
士
上
炎
の
存
花
は
な
搬
を
決
定
す
る
と
い
う
唯
物
上
炎
の

、
原
理
に
火
き
、
わ
が
旧
の
仕
八
ム
経
済
的
条
件
の
恨
木
的
変
化
、
資
木
宗

附
級
の
経
済
的
地
甘
の
変
化
は
、
い
ず
れ
も
煎
．
災
た
仕
公
的
仔
在
を
な

し
、
資
木
宋
嚇
級
の
芯
識
形
態
の
改
逃
に
対
し
、
決
定
的
な
杉
禅
を
火

じ
さ
せ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
わ
が
同
の
民
族
資
木
宗
喘
級
は
二
、
血
化
を
も
つ
附
泄
で
あ
っ
て
、
彼

（
武
蕨
）
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〇
九
　
（
六
五
七
）
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ら
の
二
面
性
の
う
ち
の
共
産
党
の
指
導
を
受
け
、
杜
会
主
義
改
造
を
受

容
す
る
積
極
性
の
一
面
は
、
わ
が
国
の
労
働
者
陪
級
が
杜
会
主
義
革
命

の
段
階
に
お
い
て
民
族
資
本
家
階
級
と
統
一
戦
線
の
関
係
を
保
持
す
る

重
要
な
根
拠
で
あ
り
、
ま
た
わ
が
国
が
資
本
家
階
級
に
対
し
て
政
治
的

思
想
的
改
造
を
進
め
る
重
要
な
内
在
的
根
拠
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
の
よ

う
た
状
況
に
。
お
い
て
の
み
、
労
働
者
階
級
は
彼
ら
に
対
す
る
説
得
教
育

の
方
法
を
採
り
得
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
積
極
性
の
一
面
を
鼓
舞
し
、

彼
ら
の
消
極
性
の
一
面
に
対
Ｌ
て
批
判
と
必
要
な
斗
争
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
十
数
年
来
、
わ
が
国
は
人
民
民
主
統
一
戦
線
と

い
う
教
育
と
斗
争
を
経
て
、
す
で
に
資
本
家
階
級
に
あ
ま
り
強
い
る
こ

と
な
く
生
産
手
段
所
有
制
の
改
造
を
叉
け
入
れ
さ
せ
、
さ
ら
に
政
治
上

の
改
造
に
お
い
て
は
非
常
な
進
歩
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　
杜
会
主
義
革
命
は
長
刈
の
過
秋
を
維
ろ
必
要
が
あ
る
。
資
木
家
附
級

に
対
す
る
杜
会
主
義
改
逃
は
、
微
底
的
に
附
級
を
消
汰
す
る
革
命
的
任

務
を
炎
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
過
杵
に
お
い
て
、
逐
次
的
に
賞
木

家
附
級
を
改
逃
し
、
彼
ら
を
革
命
の
各
肚
附
が
填
求
す
る
政
治
的
水
作

と
忠
想
的
水
準
に
ま
で
引
上
げ
、
礼
く
ム
乍
為
革
命
の
発
雌
の
必
要
に
適

応
さ
せ
る
こ
と
が
必
、
災
で
あ
る
。

　
因
民
維
済
の
恢
復
期
に
お
い
て
、
労
榊
著
附
級
は
ｎ
己
の
指
導
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
六
五
八
）

国
家
権
力
と
国
常
経
済
を
建
設
す
る
や
否
や
、
ま
た
国
民
経
済
を
恢
復

す
る
と
い
う
大
き
な
困
難
な
任
務
に
直
面
し
た
。
資
本
家
階
級
は
こ
の

時
期
に
お
い
て
も
な
お
最
後
的
に
は
彼
ら
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
共
和
因
と
い

う
幻
想
を
放
棄
せ
ず
、
資
本
主
義
の
発
展
と
い
う
強
烈
た
願
望
を
も
っ

て
い
た
。
こ
の
時
期
の
費
本
家
階
級
に
対
す
る
改
造
は
、
主
と
し
て
彼

ら
に
政
治
上
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
を
承
認
し
、
第
三
の
道
と

い
う
幻
想
を
放
棄
し
、
経
済
上
で
は
因
営
経
済
の
指
導
に
服
従
し
、
さ

ら
に
愛
因
守
法
、
積
極
経
営
、
国
民
経
済
の
恢
復
と
発
展
の
た
め
に
奉

仕
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年
に
党
は
過
渡
期

の
総
路
線
を
宣
布
し
た
後
、
全
面
的
に
濃
業
・
手
工
業
お
よ
び
資
本
主

義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
造
を
展
閉
し
、
労
働
者
幣
級
と
資
木
家
階
級

と
の
矛
盾
は
所
有
制
改
遣
の
閉
魎
に
集
中
的
に
現
わ
れ
た
。
こ
の
時
、

党
と
政
府
は
貴
木
球
陪
級
が
惚
識
牟
＾
め
る
火
礎
の
上
に
、
租
極
的
に
。

同
宋
貰
木
主
荻
を
■
け
入
れ
る
よ
う
、
大
勢
を
認
識
し
、
公
私
合
常
を

火
現
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
か
よ
う
に
し
て
所
有
制
の
礼
会
主
義
改

遣
の
巾
で
、
肌
附
力
は
汰
少
し
、
扱
助
力
は
州
加
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

消
概
的
拠
ぶ
を
秋
似
的
災
尖
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
生
水
子
股
所
布
伽
の
革
命
が
基
木
的
に
完
成
し
た
後
、
わ
が
因
に
お

け
る
祉
く
牟
工
茨
と
資
木
主
義
と
の
二
っ
の
道
の
矛
爪
と
斗
争
は
、
災
巾



的
に
政
治
上
、
思
想
上
に
現
わ
れ
て
来
た
。
こ
の
時
、
資
本
家
階
級
に

対
し
て
は
政
治
的
立
場
の
根
本
的
改
造
を
進
め
、
資
本
家
階
級
の
政
治

的
思
想
的
影
響
を
除
去
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
杜
会
主
義
の
経
済
的
基
礎

の
要
求
に
適
応
さ
せ
、
さ
ら
に
進
ん
で
生
産
力
の
発
展
の
た
め
に
道
を

開
く
こ
と
を
、
杜
会
主
義
革
命
の
主
要
任
務
と
し
た
。
政
治
的
立
場
は

人
問
の
階
級
性
の
集
中
的
表
現
で
あ
り
、
人
の
思
想
認
識
と
思
想
方
法

は
す
べ
て
彼
ら
の
立
場
か
ら
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
正
に
毛
沢
東

同
志
の
い
う
如
く
、
立
場
に
よ
っ
て
、
　
「
各
種
の
具
体
的
事
物
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

て
採
る
と
こ
ろ
の
具
体
的
態
度
」
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

政
治
的
立
場
の
改
造
は
資
本
家
階
級
が
改
造
し
て
労
働
老
と
な
る
主
要

か
つ
基
木
的
問
題
で
あ
っ
た
。
資
本
家
階
級
が
ま
だ
生
産
手
段
を
掌
握

し
て
い
る
時
に
は
、
彼
ら
の
階
級
的
地
位
は
ま
だ
改
革
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
労
働
者
階
級
が
彼
ら
に
政
治
的
立
場
を
改
造
す
る
要
求
を
提
出

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
淡
本
主
義
経
済
が
祉
会
主
義
に
根
木

的
に
変
革
し
た
後
に
お
い
て
は
、
資
本
家
階
級
が
ま
ず
立
場
を
改
造
し

て
初
め
て
杜
会
主
義
の
続
済
的
基
礎
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
ぎ
、
新
し

い
立
脚
点
を
得
て
ｎ
己
の
思
想
認
識
を
一
捗
並
め
て
改
逃
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
り
、
ま
た
改
遣
の
立
場
が
あ
り
て
句
め
て
、
一
胴
よ
く

杜
会
主
義
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
管
大
同
『
中
国
に
お
け
る
資
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
逃
』

　
杜
会
意
識
は
相
対
的
独
自
性
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
意
識
彩
態
の
変

革
は
経
済
基
礎
お
よ
び
政
治
制
度
の
変
革
に
比
し
て
長
期
問
を
要
し
、

さ
ら
に
逐
次
的
に
変
化
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
意
識
形
態
自
身

の
運
動
の
法
則
性
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
わ
が
国
の
資
木
家
階

級
に
対
す
る
改
造
は
企
業
改
ｗ
、
旭
と
杜
会
経
済
的
基
礎
の
変
革
後
の
要
求

に
つ
れ
て
次
第
に
深
化
し
、
順
序
に
し
た
が
っ
て
進
ん
だ
Ｃ
こ
れ
は
正

確
に
意
識
形
態
の
革
命
と
い
う
こ
の
よ
う
た
規
定
性
を
具
現
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
経
済
的
基
礎
と
上
屑
建
築
と
の
問
の
相
互
促
進
と
い
う

弁
証
法
の
非
常
に
高
度
な
運
用
を
具
現
し
て
い
る
。

　
資
本
家
階
級
を
改
造
す
る
経
路
と
方
法
は
、
根
本
的
に
い
、
げ
ん
ぼ
二
つ

で
あ
り
、
一
つ
は
杜
会
主
義
の
た
め
に
奉
化
す
る
実
践
で
あ
り
、
一
つ

は
政
治
・
思
想
教
育
で
あ
る
。

　
実
践
は
生
皮
斗
争
と
附
級
斗
争
と
を
含
み
、
人
女
は
生
産
斗
争
と
階

級
斗
争
の
中
で
客
観
廿
界
を
改
造
し
、
同
時
に
主
観
世
界
を
改
造
し
、

ｎ
己
の
政
治
的
立
場
と
忠
想
記
識
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て

生
産
斗
争
と
麻
級
斗
争
の
火
践
は
資
木
宗
附
級
を
改
造
す
る
基
木
的
経

路
で
あ
る
。
し
か
し
貨
木
宗
階
級
の
改
逃
は
ｎ
発
的
に
迭
む
も
の
で
は

な
く
、
先
並
階
批
の
指
導
と
教
育
が
必
奥
で
あ
り
、
少
べ
」
ら
に
主
観
的
能

動
的
作
州
を
発
揮
す
る
必
変
が
あ
る
。
こ
れ
は
た
だ
貰
本
宗
附
級
に
対

（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
六
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し
て
教
育
を
進
め
る
だ
げ
で
な
く
、
絶
え
ず
思
想
認
識
を
高
め
て
、
初

め
て
、
正
確
に
実
践
を
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
資
本
家
階
級
が
ま
だ
生
産
手
段
を
占
有
し
て
い
る
時
に
は
、
彼
ら
に

対
す
る
改
遣
は
主
と
し
て
各
種
の
政
治
運
動
を
通
じ
、
企
業
の
改
組
改

造
の
実
践
を
通
じ
、
労
働
者
の
監
督
と
彼
ら
に
対
す
る
愛
国
守
法
の
教

育
と
教
育
政
策
を
通
じ
、
企
業
改
造
と
人
的
改
造
と
を
結
合
し
て
進
め

る
の
で
あ
る
。
所
有
側
の
改
造
が
基
本
的
に
完
成
し
た
以
後
は
、
賞
木

家
階
級
を
杜
会
主
義
的
性
貫
の
企
業
に
配
置
し
、
国
家
代
表
の
直
接
指

導
と
労
働
者
大
衆
の
直
接
監
督
の
下
で
の
工
作
と
労
働
は
、
業
務
と
労

働
の
実
践
と
政
治
思
想
教
育
と
を
結
合
し
た
方
法
を
採
っ
て
彼
ら
を
改

造
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
党
が
提
起
し
た
と
こ
ろ
の

政
治
思
恕
教
育
を
指
樽
と
し
、
労
働
と
工
作
の
実
践
を
某
礎
と
し
、
企

業
と
工
作
の
単
位
を
基
地
と
し
、
し
か
も
密
按
に
結
令
し
て
遊
め
る
と

い
う
方
針
で
あ
る
。

　
政
治
忠
恕
の
改
遊
を
遊
め
る
こ
と
は
、
資
本
家
附
級
に
対
し
て
い
え

ぼ
、
彼
ら
岬
人
の
認
識
の
発
展
過
程
で
あ
る
。
資
木
家
陪
級
に
彼
ら
の

経
験
す
る
こ
の
よ
う
な
変
革
の
塊
実
帷
を
忍
識
す
る
よ
う
に
要
求
し
、

さ
ら
に
彼
ら
に
こ
れ
ら
の
変
革
の
必
然
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
要
求
し

て
初
め
て
、
新
し
い
認
識
の
基
礎
の
上
に
、
臼
覚
的
に
一
歩
進
ん
だ
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
（
六
六
〇
）

造
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
に
資

本
主
義
を
破
棄
し
、
杜
会
主
義
を
逮
設
す
る
と
い
う
改
造
を
要
求
す
る

こ
と
は
、
正
に
感
性
的
認
織
か
ら
理
性
的
認
識
に
至
ら
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
発
展
は
必
ず
実
践
を
基
礎
と
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ず
、

実
践
に
お
い
て
統
一
す
れ
ぼ
、
理
性
的
認
識
は
再
び
実
践
に
帰
る
の
で

あ
る
。
か
く
し
て
、
資
本
家
階
級
に
教
育
、
改
造
を
進
め
る
過
程
に
お

い
て
は
、
実
践
と
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
同
時
に
、
政
治
思
想
教
育
の
実
践
に
対
す
る
指
導
、
理
論
の
口
己
改

造
に
対
す
る
指
導
は
、
如
何
た
る
時
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

当
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
資
本
家
階
級
が
ま
だ
生
産
手
段
を
占
有
し
、

資
本
主
義
生
産
の
経
営
を
進
め
て
い
る
時
に
は
、
彼
ら
の
こ
の
よ
う
な

実
践
は
杜
会
主
義
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
労
働
者
陪

級
が
彼
ら
に
政
治
忠
想
教
育
を
進
め
る
中
で
、
初
め
て
彼
ら
の
思
想
に

こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
暴
脂
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
従

来
か
ら
資
木
主
義
思
想
に
充
満
し
た
煩
脳
の
巾
に
一
つ
の
対
立
面
を
樹

立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
次
第
に
口
己
の
搾
取
行
為
を
認
識

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
遂
に
は
搾
取
を
恥
ず
る
認
識
に

ま
で
到
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
労
働
者
が
彼
ら
に
対
し

て
各
種
の
政
策
的
教
育
を
巡
め
る
巾
で
、
初
め
て
彼
ら
に
比
較
的
に
自



覚
し
て
法
を
守
り
経
営
を
進
め
さ
せ
、
積
極
的
に
国
宗
の
任
務
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
所
有
制
の
改
造
が
基
本
的
に
完
成

し
、
政
治
的
立
場
の
根
本
的
改
造
に
進
ん
だ
段
階
の
後
に
お
い
て
は
、

政
治
思
想
教
育
は
一
層
重
要
な
作
用
を
も
つ
。
こ
の
時
に
は
、
彼
ら
の

工
作
と
労
働
は
客
観
的
に
は
す
で
に
杜
会
主
義
に
奉
仕
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
彼
ら
は
主
観
的
に
は
資
本
主
義
の
政
治
的
立

場
と
思
想
意
識
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
実
践
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
時
に
は
、
政
治
思
想
教
育
は
矛
盾
を
暴
露
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
覚
を
高
め
、
改
造
の
作
用
を
促
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
直
接

に
圭
く
践
を
指
導
す
る
作
用
を
も
つ
。
資
本
家
階
級
は
た
だ
政
治
的
に
武

装
し
、
学
習
を
強
化
す
る
だ
け
で
な
／
＼
認
識
と
白
覚
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
某
礎
の
上
で
の
み
、
立
派
に
奉
仕
し
、
立
派
に
改
逃
す
る
こ

と
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
費
木
家
階
級
の
改
逃
は
人
民
内
部
の
忠
想
改
遣
で
あ
る
。
人
民
内
部

の
忠
想
改
遣
は
、
結
局
に
お
い
て
一
禰
の
ｎ
己
改
辿
に
帰
着
す
る
。
白

己
改
遣
は
ｎ
貨
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
杜
八
ム
乍
義
の
忠
識
形
態
は
、

資
本
十
工
義
の
忠
識
杉
態
と
は
、
恨
木
的
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

賞
本
宗
階
級
は
そ
の
附
級
的
木
質
か
ら
す
れ
ば
、
資
本
主
炎
を
改
造
す

る
立
場
と
は
抵
触
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
木
能
的
に
こ
の
よ
う
な

　
　
　
　
管
大
同
『
中
国
に
お
け
る
資
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
遣
』

臼
覚
を
も
つ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
杜
会
主
義
改
造
の
高

潮
期
後
に
。
お
い
て
は
、
資
本
主
義
経
済
の
基
本
的
消
滅
に
よ
り
、
資
本

主
義
的
意
識
形
態
は
す
で
に
そ
れ
が
依
存
し
て
い
た
経
済
的
基
礎
が
な

く
な
り
始
め
、
民
族
資
本
家
階
級
も
ま
た
そ
の
階
級
的
本
性
を
改
造
す

る
客
観
的
条
件
を
獲
得
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
民
族
資
本
家

階
級
は
そ
の
思
想
性
格
の
中
に
な
お
反
帝
愛
国
お
よ
び
共
産
党
の
指
導

を
受
け
、
杜
会
主
義
改
造
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
積
極
的
要
素
を
も

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
資
本
家
階
級
の
中
で
政
治
思
想
改
造

の
自
覚
性
を
培
養
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
重
要
な
間
題
は
労
働

者
階
級
が
い
ろ
い
ろ
な
実
際
の
生
活
・
実
際
の
斗
争
お
よ
び
政
治
理
論

の
学
習
な
ど
各
方
面
か
ら
教
育
を
進
め
、
彼
ら
に
進
歩
的
な
革
命
の
影

響
を
与
え
、
彼
ら
が
杜
会
発
展
法
則
に
対
し
て
比
較
的
に
深
刻
な
認
識

を
も
つ
こ
と
を
援
助
し
、
政
治
思
想
改
造
の
必
然
性
と
必
要
性
に
つ
い

て
比
較
的
に
深
刻
な
認
識
を
も
つ
よ
う
に
援
助
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
衡
木
家
階
級
の
恨
本
的
改
逃
に
対
す
る
白

覚
性
は
、
彼
ら
の
中
で
無
か
ら
有
に
、
少
か
ら
多
に
培
撞
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
労
働
者
喘
級
が
資
木
宋
陪
級
に
対
し
て
政
治
思
恕
の
改
遣

を
進
め
る
過
程
で
、
そ
の
進
め
た
と
こ
ろ
の
一
系
列
の
教
育
と
闘
争
は
、

（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
（
六
六
一
）
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も
と
よ
り
資
本
家
階
級
に
対
し
て
は
主
と
し
て
外
部
的
功
の
援
助
と
し

て
現
わ
れ
、
若
干
の
斗
争
は
一
定
の
意
義
に
お
い
て
な
お
一
種
の
強
制

的
力
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
外
部
教
育
と
白
己
教
育
！
は

相
補
い
合
う
も
の
で
あ
る
。
労
働
者
階
級
の
こ
の
よ
う
な
教
育
と
斗
争

は
、
大
部
分
は
民
主
的
・
説
得
教
育
の
方
式
を
採
り
、
資
本
家
階
級
を

通
じ
て
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
資
本
家
階
級
に
。
対
し
て
い
え

ぼ
彼
ら
の
た
め
の
白
己
教
育
と
白
己
改
造
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

党
が
資
本
家
階
級
の
進
め
る
白
己
教
育
と
白
己
改
造
を
指
導
し
援
助

す
る
こ
と
は
、
労
働
老
階
級
の
彼
ら
に
対
す
る
教
育
を
資
本
家
階
級
の

自
己
教
育
に
転
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
外
部
教
育
と
臼
己
教
育
の

対
立
的
統
一
の
発
展
転
化
過
程
は
、
正
に
貧
本
家
階
級
が
改
遣
し
た
白

覚
性
を
培
養
し
発
揮
す
る
過
程
で
も
あ
る
。
資
本
家
喘
級
の
改
追
が
次

第
に
遊
ん
で
労
例
人
叱
の
一
部
分
と
な
る
殴
陪
の
後
に
お
い
て
は
、
安

木
家
附
批
が
改
造
し
た
ｎ
覚
性
を
培
爽
し
発
搾
す
る
こ
と
は
、
す
で
ド
」

労
働
者
附
級
が
彼
ら
に
対
し
て
遊
め
る
改
遣
工
作
の
一
重
要
工
作
と
た

っ
て
い
る
。
党
が
提
起
し
た
と
こ
ろ
の
政
治
忠
想
教
育
を
指
針
と
し
、

労
働
と
工
作
火
践
を
塔
礎
と
し
、
企
業
と
工
作
職
場
を
基
地
と
す
る
方

針
は
・
外
部
教
育
と
－
己
教
育
の
納
合
を
一
っ
の
新
し
い
一
。
同
度
に
引
上

げ
た
の
で
あ
り
、
資
木
宗
階
級
の
改
遣
し
た
〕
覚
性
を
培
褒
す
る
工
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
六
六
二
）

が
一
つ
の
新
し
い
水
準
に
到
達
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。

　
わ
が
国
の
民
族
資
本
家
階
級
は
先
天
的
に
杜
会
主
義
改
造
の
自
覚
性

を
も
っ
て
い
る
、
と
す
る
人
が
あ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
の
民
族
資
本
家

階
級
は
杜
会
主
義
改
造
に
対
し
て
白
覚
性
を
も
つ
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
、
と
す
る
人
も
あ
る
。
か
く
し
て
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
自
覚
性
の
培
養

は
不
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
二
つ
の
観
占
一
は
い
ず
れ
も
誤

っ
て
い
る
。
前
者
は
搾
取
階
級
の
改
造
と
労
働
人
民
の
改
造
と
は
根
本

的
に
性
質
の
異
る
二
つ
の
範
礒
で
あ
り
、
労
働
者
階
級
の
改
造
を
受
入

れ
る
こ
と
を
経
て
初
め
て
白
覚
的
に
改
造
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
に
過

ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
見
な
い
。
後
者
は
労
働
者
階
級
の
改
造
を
受
入

れ
る
こ
と
と
白
覚
的
に
改
造
を
進
め
る
こ
と
と
を
絶
対
的
に
対
立
さ
せ
、

そ
れ
ら
の
問
の
転
化
可
能
を
見
な
い
。
毛
沢
東
同
志
は
い
う
、
　
「
矛
盾

し
つ
つ
あ
る
も
の
の
対
立
す
る
双
方
は
相
互
に
斗
争
の
結
巣
、
一
定
の

条
件
の
下
で
相
互
に
転
化
し
な
い
も
の
は
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

条
件
が
重
要
で
あ
る
」
と
。
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
老
、
ん
る
べ
き
で

あ
か
。
す
な
わ
ち
資
本
宗
嚇
級
の
改
造
は
、
外
部
教
育
を
止
口
己
教
育
に

転
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
改
造
を
受
入
れ
る
こ
と
を
臼
覚
的
改
遣
に
転

化
す
る
こ
と
も
で
き
ろ
と
つ
労
働
老
階
級
の
政
治
忠
恕
的
影
響
や
、
一
、

ル
ク
ス
主
義
先
逃
理
論
の
形
響
は
こ
の
よ
う
な
転
化
の
決
定
的
条
作
で



あ
る
。
以
上
の
二
つ
の
観
点
は
、
い
ず
れ
も
必
然
的
に
労
働
者
階
級
の

政
治
忠
恕
教
育
と
マ
ル
ク
ス
主
義
先
進
思
想
の
影
響
が
資
本
家
階
級
の

自
覚
性
を
培
養
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
作
用
の
否
認
に
導
く
が
、
こ
れ

は
実
際
工
作
の
上
で
、
い
ず
れ
も
有
害
で
あ
る
こ
と
に
問
違
い
な
い
。

　
わ
、
か
困
の
炊
本
家
階
級
に
対
す
る
改
遣
は
、
団
結
ｉ
批
判
－
団
結
の

原
州
に
従
う
の
で
あ
り
、
説
得
教
育
の
方
法
を
採
っ
て
遊
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
改
造
の
深
化
と
発
展
に
適
応
し
て
、
異
っ
た
教
育
形
式
、
か

必
要
で
あ
る
。

　
団
沽
－
批
判
－
団
納
の
原
則
に
基
き
、
説
得
教
育
の
方
法
を
採
っ
！
．
、

資
木
宋
陪
級
を
改
造
す
る
こ
と
は
、
巾
国
の
労
働
者
幣
級
と
民
族
筑
本

家
階
級
と
が
附
級
斗
争
を
進
め
た
基
本
的
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

改
追
工
作
は
、
ヤ
と
し
て
各
柳
の
政
治
運
鋤
と
結
合
し
、
企
業
改
辿
の

実
脹
と
納
合
し
、
礼
く
ム
主
、
義
に
木
仕
す
る
牢
、
映
と
納
合
し
、
沫
刻
で
壮
、
、

め
こ
ま
か
た
凪
独
教
育
工
作
を
通
じ
て
逃
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
一
定
の
条
件
の
下
で
は
、
小
人
鋭
な
陪
級
斗
争
の
形
人
を
通
ず
る
必
要

も
あ
る
、
た
と
え
ぼ
一
九
五
〇
年
と
一
九
五
二
年
に
お
け
る
資
木
家
階

級
の
．
不
法
行
為
に
対
す
る
斗
争
、
一
九
五
七
年
に
お
け
る
資
木
宗
附
級

右
派
に
対
す
る
斗
争
の
如
く
に
、
た
だ
汎
利
な
長
州
に
わ
た
る
忠
想
教

育
と
厳
粛
た
批
判
斗
争
と
を
納
合
し
て
初
め
て
、
従
ら
の
秩
梅
性
を
発

符
大
同
『
中
岡
に
お
け
る
資
本
主
義
商
工
業
の
社
会
主
義
、
改
述
』

展
さ
せ
彼
ら
の
消
極
性
を
除
去
し
、
さ
ら
に
一
層
彼
ら
を
改
造
す
る
こ

と
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
一
九
五
八
年
以
前
に
お
い
て
、
中
国
労
働

者
陪
級
は
民
族
貧
本
家
階
級
と
何
回
も
彼
ら
か
ら
挑
発
し
て
来
た
激
烈

な
大
斗
争
を
行
い
、
さ
ら
に
彼
ら
に
対
し
て
多
く
の
日
常
的
な
教
育
工

作
を
行
っ
て
初
め
て
、
次
節
に
彼
ら
を
消
概
的
な
が
ら
も
杜
会
ヤ
義
改

造
を
受
入
れ
さ
せ
る
こ
と
、
か
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
整
風
運
動
・
反
右
派
斗
争
、
特
に
国
民
経
済
の
大
躍
遊
を
経
た
後
は
、

資
本
家
階
級
は
政
治
思
想
の
上
で
非
常
に
進
歩
し
、
改
造
の
〔
党
性
も

ま
た
梱
当
に
向
上
し
、
賞
本
宋
陪
級
の
中
に
も
臼
己
教
育
と
ｎ
己
改
造

、
か
次
第
に
蛸
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
下
で
、
労
働
者
階
級
の
教

育
、
批
判
も
ま
た
一
層
多
く
厳
本
味
陪
級
の
た
め
の
…
己
教
育
と
、
口
己

批
判
に
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
沮
和
で
し
っ
と
り
し
た
批
判
の
方

式
も
ま
た
一
膳
広
汎
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
「
神
仏
八
ム
」

の
教
育
形
犬
の
出
班
で
あ
る
一
、
　
「
神
仏
会
」
が
具
現
す
る
と
こ
一
。
っ
の
汎

和
で
し
っ
と
り
と
い
う
精
神
と
ｎ
か
ら
閉
趣
を
提
山
し
、
ｎ
か
ら
閉
越

を
分
析
し
、
ｎ
か
ら
閉
雌
を
解
決
す
る
と
い
う
方
法
は
、
正
に
資
木
宗

階
級
、
か
大
い
に
巡
歩
し
た
惰
沈
の
、
下
に
お
い
て
は
、
党
の
人
ｋ
．
内
郁
の

矛
肝
を
処
理
す
る
方
針
と
政
策
に
基
い
て
採
る
と
こ
ろ
の
ｎ
己
教
育
と

ｎ
己
改
追
を
進
め
る
有
効
な
方
法
で
あ
る
。

（
式
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
（
六
六
三
）
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し
か
し
、
資
本
家
階
級
が
な
お
存
在
し
、
資
本
家
階
級
の
政
治
思
想

の
改
造
が
ま
だ
最
後
の
完
成
を
し
て
い
た
い
の
で
あ
れ
ぼ
、
労
働
者
階

級
と
資
本
家
階
級
と
の
問
の
杜
会
主
義
と
資
本
主
義
と
の
二
つ
の
路
線

一
」
つ
い
て
の
斗
争
は
常
に
不
可
避
的
で
あ
る
。
過
渡
期
の
階
級
斗
争
の

複
雑
性
と
、
資
本
家
階
級
の
大
部
分
の
人
々
が
ま
だ
動
揺
と
反
復
の
状

態
に
あ
る
た
め
に
、
こ
の
斗
争
も
ま
た
、
必
然
的
に
一
進
一
退
の
状
汎

に
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
顛
覆
さ
れ
た
反
動
支
配
附
級
と
民
族
厳
本
家

階
級
の
一
部
分
の
人
々
。
か
革
命
に
反
抗
し
、
労
働
者
階
級
に
攻
撃
を
加

え
る
時
期
に
お
い
て
は
、
労
働
者
喘
級
は
尖
鋭
な
階
級
斗
争
を
維
ね
ぼ

な
ら
ず
、
そ
う
し
て
初
め
て
こ
の
よ
う
な
逆
流
を
撃
逃
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
貰
本
衣
階
級
の
一
部
の
人
々
が
糺
会
ヒ
」
推
の
略
線
上
で
非
常
な

酌
柵
を
現
わ
し
た
叶
に
は
、
労
働
者
蹄
級
は
必
ず
状
沈
に
某
き
彼
ら
に

対
し
て
厳
板
た
批
判
と
．
斗
箏
を
行
う
必
、
奥
、
か
あ
り
、
そ
う
し
て
初
め
て

彼
ら
の
政
冶
灼
灯
向
を
、
止
し
く
し
、
伎
ら
の
改
遣
成
処
を
倣
岬
に
す
る

こ
と
、
か
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
さ
ら
に
広
＾
に
仔
常
的
一
」
は

汎
和
で
し
っ
と
り
と
し
た
教
育
力
式
を
、
採
川
し
、
し
か
も
糺
会
に
炎
に

．
反
対
す
る
杵
．
ｒ
の
人
々
に
対
し
て
は
小
人
鋭
な
斗
争
を
排
除
し
な
い
の
で

あ
る
。
喘
級
斗
箏
の
状
汎
に
火
き
、
丁
雌
に
両
汽
を
結
命
さ
え
す
れ
ぼ
、

次
椛
こ
資
仁
水
陪
級
の
大
椰
分
の
人
々
を
仕
会
ド
炎
改
辿
の
逝
に
向
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
（
六
六
四
）

せ
、
口
覚
的
な
杜
会
主
義
労
働
者
に
改
造
す
る
こ
と
を
指
導
し
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
資
本
家
階
級
に
対
す
る
改
造
は
、
資
本
家
階
級
の
分
化
を

通
じ
て
次
第
に
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
分
化
の
法

則
を
掌
握
す
る
こ
と
は
、
改
造
工
作
を
促
進
す
る
一
つ
の
重
要
な
面
で

あ
る
。

　
祉
会
の
階
級
は
一
枚
岩
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
事
物
と
同
様
に
、
常

に
運
動
し
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
有
制
を
基
礎
と
す
る
階
級
は
、

そ
の
発
展
に
お
い
て
、
そ
の
斗
争
過
程
に
お
い
て
、
必
然
的
に
分
化
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
彼
ら
の
階
級
斗
争
に
お
け
る
分
化
と
は
、
一
榊
の
人

々
の
そ
の
対
立
面
へ
の
い
ろ
い
ろ
な
程
度
で
の
移
行
で
あ
る
。
マ
ル
ク

ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
か
っ
て
指
摘
し
て
い
る
舳
く
、
嚇
級
斗
争
が
決
戦

に
接
近
す
る
時
に
は
、
従
米
か
ら
支
紀
階
級
の
う
ち
の
一
部
の
人
々
が

離
脱
し
て
革
命
喘
級
に
帰
属
し
た
も
の
で
あ
る
ｃ
し
か
し
雌
火
Ｌ
Ｌ
資
本

求
喘
級
の
分
化
の
多
く
は
ｎ
然
溌
乍
的
に
遊
ん
だ
の
で
あ
る
。
わ
、
か
囚

の
資
木
宗
階
批
に
対
す
る
改
辿
は
息
漱
的
に
こ
の
よ
う
た
法
則
を
利
用

し
、
喘
級
分
化
の
阯
逃
を
逝
じ
て
大
視
模
に
逐
次
的
に
搾
取
者
を
改
遣

し
て
労
働
者
と
な
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
喘
級
の
倣
底
的
な
汕
減
に

役
」
止
て
た
の
で
あ
る
。



場
の
改
造
お
よ
び
資
本
家
階
級
の
政
治
忠
想
の
影
響
を
粛
清
す
る
こ
と

の
物
質
的
前
提
を
創
造
し
た
。
か
く
し
て
、
党
は
さ
ら
に
政
治
戦
線
と

思
想
職
線
に
お
い
て
引
き
続
き
、
杜
会
主
義
革
命
を
進
め
る
任
務
を
提

起
し
、
上
樽
確
築
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
一
歩
進
め
て
杜
会
主
義
的
経

済
某
礎
に
適
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
同
時
に
、
す
で
に
姓
設
さ
れ
つ

つ
あ
る
杜
会
主
表
灼
生
産
手
股
の
所
有
制
の
基
礎
の
上
に
、
止
産
過
程

に
お
け
る
人
と
人
と
の
関
係
の
調
惟
を
進
め
、
杜
会
主
義
的
生
■
陸
閑
係

が
帷
全
に
発
展
を
遊
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
か
く
し
て
、

一
、
九
五
七
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
か
け
て
、
反
布
派
斗
争
と
確
風
運
動
を

遊
め
た
。
反
右
派
斗
争
と
整
風
運
動
を
経
て
、
杜
会
乍
虚
に
対
す
る
費

本
家
階
級
右
派
は
人
民
の
中
で
徹
底
的
に
孤
立
化
し
、
大
多
数
の
資
木

家
階
級
は
政
治
的
方
向
を
正
し
く
し
、
政
治
思
想
の
忍
識
も
ま
た
大
い

に
高
ま
っ
た
。

　
維
済
秋
線
・
政
治
秋
如
秋
お
よ
び
思
似
秋
級
に
お
け
る
礼
公
乍
、
炎
枠
へ
…
．

の
峰
大
な
膀
利
、
広
大
た
労
働
人
比
の
礼
公
主
表
芯
漱
と
秋
概
性
の
大

き
な
高
ま
り
、
礼
会
牛
産
力
が
空
前
の
解
枚
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、

党
中
央
と
毛
ハ
東
同
志
は
続
い
て
わ
、
か
旧
の
礼
会
火
、
荻
雌
設
の
総
路
線
、

す
な
わ
ち
、
大
い
に
拷
力
し
、
大
い
に
向
上
に
心
、
か
け
、
よ
り
多
く
、

よ
り
早
く
、
よ
り
好
く
、
よ
り
節
約
し
て
礼
会
主
一
漉
を
雄
設
す
る
こ
と

管
大
同
『
中
国
に
お
け
る
資
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
遣
』

を
提
起
し
た
。
こ
の
総
路
線
の
根
本
的
な
義
は
杜
会
主
一
義
制
度
が
提
供

す
る
と
こ
ろ
の
杜
八
ム
的
生
産
力
を
発
展
共
べ
」
せ
る
巨
大
な
可
能
性
を
充
分

に
、
利
用
し
、
一
切
の
積
極
的
婁
素
を
動
員
し
、
一
切
の
団
結
可
能
な
力

量
を
団
結
し
、
同
時
に
一
組
の
「
二
つ
の
進
路
」
の
方
針
を
夫
行
し
、

計
画
的
に
均
衡
か
つ
念
速
に
わ
が
国
経
済
を
発
農
き
せ
、
わ
、
か
国
を
迅

連
に
後
進
国
家
か
ら
先
遊
国
家
に
移
行
さ
せ
ろ
こ
と
に
あ
っ
た
、
、
杜
公

主
義
碓
設
。
か
発
展
す
る
必
要
に
適
応
し
て
、
党
と
政
、
付
は
資
本
家
階
級

に
対
す
る
工
一
作
を
頂
要
工
一
作
の
一
っ
と
し
た
。
費
本
宗
階
級
に
対
す
る

改
追
は
実
践
と
忠
想
教
育
の
結
今
の
中
で
准
一
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。
彼
ら
の
杜
会
主
義
に
奉
仕
す
る
積
駆
性
を
動
員
し
、
伐
ら
が
杜
会

主
義
達
設
に
参
加
す
る
中
で
政
治
的
立
場
の
根
本
的
改
遣
を
連
め
る
こ

と
を
援
助
し
た
。
こ
れ
は
国
宗
に
対
し
て
有
利
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ

商
工
業
者
に
対
し
て
も
有
利
で
あ
っ
た
。

　
わ
、
か
国
に
お
け
る
資
本
辛
」
一
、
批
｛
、
上
業
に
対
す
ろ
仕
会
ト
仁
義
改
造
は
、

そ
の
全
発
展
過
程
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
畑
川
九
連
系
お
よ
び
桐
兀
区

別
の
股
階
を
形
成
し
て
い
る
。
柵
対
灼
に
い
え
ぼ
、
そ
れ
．
ｂ
は
批
が

賃
を
変
え
る
比
校
的
小
き
な
売
娯
け
附
に
賦
し
、
し
た
、
か
っ
て
比
校
的

小
さ
な
肚
陪
が
他
の
比
校
的
小
さ
た
肚
喘
に
売
娯
す
る
こ
と
も
、
榊
分

的
な
比
較
的
小
さ
な
質
灼
変
化
で
あ
る
、
党
と
政
府
は
こ
の
法
則
を
掌

（
武
蕨
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
（
六
三
九
）



　
毛
沢
東
同
志
は
述
べ
て
い
る
。
　
「
ど
ん
な
大
衆
の
場
合
で
も
、
大
体

に
お
い
て
比
較
的
に
積
極
的
な
人
々
、
中
問
的
状
態
の
人
々
お
よ
び
比

較
的
に
遅
れ
た
人
々
の
三
部
分
が
あ
る
。
だ
か
ら
指
導
者
は
必
ず
少
数

の
積
極
分
子
と
よ
く
団
結
し
て
指
導
の
骨
髄
と
し
、
こ
の
骨
髄
に
依
拠

し
て
中
問
分
子
を
引
上
げ
、
落
後
分
子
を
仲
問
に
入
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら

　
　
（
２
５
）

な
い
」
と
。
党
と
労
働
者
淋
級
は
張
本
宗
階
級
に
対
す
る
改
｝
、
旭
丁
作
に

お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
大
衆
路
線
の
工
作
方
法
を
採
り
、
し
か
も
資
本

家
階
級
に
は
細
心
の
工
作
を
進
め
、
一
桝
の
進
歩
的
核
心
分
子
を
培
養

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遊
歩
的
核
心
分
子
は
、
所
有
制
の
改
造
に

お
い
て
、
先
頭
に
立
っ
作
用
・
骨
髄
と
な
る
作
用
お
よ
び
政
府
と
商
工

業
界
と
の
閉
の
橋
火
と
な
る
作
用
を
発
揮
し
た
。
政
治
と
忠
似
秋
線
の

斗
争
に
お
い
て
は
、
党
と
労
働
者
附
級
は
資
木
康
陪
級
の
政
治
上
に
お

け
る
左
・
巾
・
右
の
新
し
い
分
野
を
掌
梶
し
、
費
本
塚
陪
級
内
部
の
遊

歩
的
勢
力
を
払
大
し
引
上
げ
、
中
閉
分
子
と
落
後
分
子
と
も
団
納
し
、

仲
問
に
入
れ
、
教
育
し
、
ん
派
分
子
を
孤
立
化
し
分
化
さ
せ
、
稚
風
連
鋤

と
反
力
派
斗
争
の
膀
利
を
俗
た
の
で
あ
る
。
資
木
求
附
級
に
対
す
る
恨

木
的
改
逃
を
逃
め
る
工
作
の
巾
で
、
党
と
労
例
肯
階
級
は
モ
沢
東
Ｎ
ム

が
捉
起
し
た
と
こ
ろ
の
六
唄
〔
の
政
治
〔
標
と
ｎ
力
吏
小
を
準
川
と
し
、

政
治
忠
独
の
教
育
工
作
を
逝
じ
、
彼
ら
を
指
導
し
て
礼
会
ｔ
炎
の
た
め

　
　
　
　
符
大
同
『
中
岡
に
お
け
る
費
木
主
義
商
工
業
の
社
会
主
義
改
逃
』

に
奉
仕
す
る
実
践
を
通
じ
て
、
資
木
求
附
級
の
中
に
最
初
の
分
化
を
引

起
し
た
。
そ
の
蚊
初
は
一
都
の
人
々
が
基
本
的
に
杜
会
主
義
的
立
場
に

転
化
し
て
未
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
政
治
上
で
は
基
本
的
に
労
働
者
の
周

辺
に
到
迷
し
て
来
た
こ
と
で
あ
り
、
一
部
の
人
々
は
す
で
に
比
較
的
ゆ

る
や
か
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
臼
覚
的
な
杜
会
十
工
義
労
働
者
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
後
、
比
較
的
多
く
の
人
々
が
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
多
く
の

人
々
が
、
次
箏
に
、
次
か
ら
次
へ
と
基
本
的
に
杜
会
キ
義
的
立
場
に
転

化
し
、
さ
ら
に
口
覚
的
な
杜
会
士
上
義
労
働
老
に
転
化
し
た
。
継
続
Ｌ
て

資
本
家
喘
級
に
対
す
る
改
造
を
強
化
す
れ
ぼ
、
賞
本
家
附
級
の
大
多
数

を
労
働
人
民
に
転
化
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

　
巾
国
共
産
党
は
わ
が
国
家
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
指
導
巾
心
で
あ
り
、

党
の
絶
対
的
指
導
は
わ
が
国
の
礼
く
ム
主
義
革
命
と
礼
八
ム
乍
携
建
設
に
お

寸
る
あ
ら
ゆ
る
工
作
の
勝
利
の
松
本
的
保
証
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
党

は
長
期
に
わ
た
る
革
命
斗
争
の
巾
で
鍛
錬
さ
れ
、
Ｌ
か
も
す
で
に
完
企

に
革
命
指
導
が
芸
術
に
ま
で
熟
練
し
た
党
で
あ
る
。
そ
れ
は
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
表
に
よ
っ
て
武
装
さ
れ
、
マ
ル
ク
ス
．
レ
ー
ニ
ソ
ｋ

炎
の
荷
遍
的
貞
理
と
巾
旧
に
お
け
る
卑
命
と
迷
設
の
火
映
を
納
合
し
た

忠
挫
－
毛
沢
東
忠
恕
－
－
を
あ
ら
ゆ
る
工
作
の
指
針
と
し
て
い
る
。
資
木

（
武
蕨
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
六
六
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
六
号
）

主
義
商
工
業
と
資
本
家
階
級
に
対
す
る
杜
会
主
義
改
造
は
一
つ
の
革
命

的
実
践
で
あ
り
、
そ
れ
は
巾
国
革
命
の
条
件
と
要
求
に
適
合
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
改
逃
の
勝
利
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
勝
利

で
あ
り
、
毛
＾
東
思
想
の
勝
利
で
あ
る
。

　
十
余
年
未
、
わ
、
か
国
の
革
命
は
毛
沢
東
同
十
心
が
マ
ル
ク
ス
．
レ
ｉ
ニ

ン
主
義
の
原
理
に
某
い
て
閲
明
し
た
と
こ
ろ
の
継
続
革
命
蒲
と
班
．
命
発

展
股
階
賄
と
を
結
合
す
る
こ
と
に
関
す
る
忠
似
、
杜
会
主
遼
革
命
と
杜

八
ム
主
義
雄
設
と
を
同
時
に
並
行
し
て
行
う
二
と
に
閑
す
る
忠
想
、
敵
と

の
矛
盾
と
人
爬
内
部
の
矛
－
盾
を
区
別
し
、
ｒ
確
に
人
＾
内
郁
の
矛
肝
を

処
理
し
、
あ
ら
ゆ
る
秋
概
的
婆
糸
を
鋤
貞
す
る
こ
と
に
関
す
る
忠
想
な

ど
の
指
導
の
下
に
遊
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
わ
、
か
国
の
資
木
主
■
炎
焔

丁
業
と
炊
木
雀
崎
級
に
対
す
る
祉
八
ム
盲
虚
改
辿
の
勝
利
は
、
毛
汎
東
ｎ

と
の
こ
れ
ら
の
忠
〃
の
陣
大
に
し
て
．
止
確
な
こ
と
を
輝
か
し
く
尖
征
し

た
。　

。
わ
、
か
旧
の
資
木
十
」
五
閑
．
∴
茱
と
資
木
水
附
級
に
対
す
る
阯
公
乍
炎
改

辿
は
す
で
に
仰
大
に
し
て
決
定
的
た
肪
利
を
俗
た
が
、
し
か
し
ま
だ
完

成
し
て
い
次
い
。
そ
れ
は
外
旧
帝
旧
ギ
炎
の
険
淋
と
煽
鋤
に
よ
っ
て
、

巾
旧
の
ｋ
幼
納
ノ
カ
、
か
な
お
蚊
後
的
に
消
減
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
Ｋ
族
資
木
味
喘
秋
の
大
舳
分
の
人
々
、
か
ま
だ
減
心
減
忠
杜
公
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
六
六
六
）

義
に
な
っ
て
い
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
程
度
の
動
揺
状
態
一
」
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
わ
、
か
同
に
お
い
て
、
徹
底
的
に
陪
級
を
消
滅
す
る
こ
と
は
な
か
な

か
長
期
の
大
き
な
困
難
の
あ
る
斗
争
任
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
養
の
掌
握
と
豊
富
な
斗
争
逢
験
と
を
も
つ
中
国
共
産

党
と
中
国
人
民
の
英
明
な
指
導
者
毛
沢
東
同
志
の
正
確
な
指
導
の
下
で
、

わ
れ
わ
れ
は
必
ず
徹
底
的
に
こ
の
偉
大
な
歴
史
的
任
務
を
、
兄
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
を
疑
う
人
は
舵
も
な
い
。

（
１
）
　
マ
ル
ク
ス
・
ユ
ノ
ゲ
ル
ス
「
共
産
党
官
、
讐
．
口
」
、
「
マ
ル
ク
ス
．

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
」
、
策
四
巻
、
人
ｋ
出
版
礼
一
九
五
八
年
版
、

　
四
八
九
頁
。

（
２
）
　
レ
ー
ニ
ン
「
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
労
働
老
に
敬
意
を
衣
す
」
、
「
レ
ー

　
ニ
ン
全
集
」
、
椛
二
九
巻
、
人
火
山
版
社
一
九
．
五
六
年
板
、
一
、
一
五

　
一
頁
。

（
３
）
　
マ
ル
ク
ス
「
一
八
四
八
年
－
－
一
八
、
亙
○
年
の
フ
ラ
ン
ス
陪
級

　
闘
争
」
、
「
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
令
火
」
、
第
七
巻
、
人
ｋ
川

　
版
杜
一
九
五
九
年
版
、
　
一
〇
円
頁
。

（
４
）
　
「
レ
ー
ニ
ン
糺
ヘ
ム
尺
上
党
の
農
尺
辿
鋤
に
対
す
る
態
度
」
、

　
「
レ
ー
ニ
ソ
企
災
」
、
第
九
巻
、
人
ｋ
川
版
糺
一
几
九
九
年
版
、
、
一

　
二
一
頁
。

（
５
）
　
レ
ー
ニ
ソ
「
杜
会
上
義
杜
命
と
Ｎ
炊
ｎ
決
廠
」
、
「
レ
ｉ
ニ
ン

　
全
集
」
、
箏
二
二
巻
、
人
尺
川
版
礼
一
九
、
五
八
年
版
、
　
一
一
、
一
八
頁
、



（
６
）
　
毛
沢
東
「
連
合
政
府
を
論
ず
」
、
「
毛
沢
東
選
集
」
、
第
三
巻
、

　
人
民
出
版
杜
一
九
五
三
年
第
二
版
、
一
〇
六
〇
頁
。

（
７
）
　
劉
少
奇
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
中
国
に
お
け
る
勝

　
利
」
、
人
民
出
版
杜
一
九
五
九
年
版
、
九
頁
。

（
８
）
　
毛
沢
東
「
中
国
杜
会
に
お
け
る
各
階
級
の
分
析
」
、
「
毛
沢
東

　
選
集
」
、
策
一
巻
人
民
出
版
杜
一
九
五
二
年
第
二
版
三
頁
。

（
９
）
毛
沢
東
「
矛
盾
論
」
、
「
毛
沢
東
選
集
」
、
第
一
巻
、
人
民
出

　
版
杜
一
九
五
二
年
第
二
板
、
三
〇
三
頁
。

（
１
０
）
　
毛
沢
東
　
同
上
、
三
一
八
頁
。

（
ｕ
）
　
レ
一
ニ
ソ
「
国
家
と
革
命
」
、
「
レ
ー
ニ
ン
全
集
」
、
人
民
出

　
版
杜
一
九
五
八
年
版
、
三
九
九
頁
。

（
１
２
）
　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
「
反
デ
ュ
リ
ソ
グ
論
」
、
人
民
出
版
杜
一
九
五

　
七
年
版
、
二
九
二
頁
。

（
１
３
）
　
レ
ー
ニ
ン
「
国
家
と
革
命
」
、
「
レ
ー
ニ
ソ
全
集
」
、
第
二
五

　
巻
、
人
民
出
版
杜
一
九
五
八
年
版
、
三
七
一
頁
。

（
１
４
）
　
毛
沢
東
「
正
確
に
。
人
民
内
部
の
間
題
を
処
理
す
る
間
題
に
つ

　
い
て
」
、
人
氏
出
版
杜
一
九
五
七
年
版
、
二
〇
頁
。

（
１
５
）
　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
「
独
仏
農
民
問
題
」
、
「
マ
ル
ク
ス
．
エ
ン
ゲ
ル

　
ス
選
集
（
二
巻
集
）
」
、
第
二
巻
、
ソ
逃
外
文
出
版
杜
一
九
五
五
年

　
版
、
四
三
九
頁
。

（
１
６
）
　
レ
ー
ニ
ソ
「
食
糧
税
を
論
ず
」
、
「
レ
ー
ニ
ソ
全
集
」
、
第
三

　
二
巻
、
人
民
出
版
杜
一
九
五
八
年
版
、
三
二
九
頁
。

（
１
７
）
　
毛
沢
東
「
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
第
一
期
全
国
委
貝
会
第

管
大
同
『
中
国
に
お
げ
る
資
本
主
義
商
工
業
の
杜
会
主
義
改
造
』

　
二
回
会
議
に
お
げ
る
講
話
」
、
人
民
出
版
杜
一
九
五
三
年
版
、
六

－
七
頁
。

（
１
８
）
　
毛
沢
東
「
人
民
民
主
独
裁
を
論
ず
」
、
「
毛
沢
東
選
集
」
、
第

　
四
巻
、
人
民
出
版
杜
一
九
六
〇
年
版
、
一
四
八
二
頁
。

（
１
９
）
　
毛
沢
東
「
実
践
論
」
、
「
毛
沢
東
選
集
」
、
第
一
巻
、
人
民
出

　
版
杜
一
九
五
二
年
版
、
二
八
五
頁
。

（
２
０
）
　
毛
氷
東
「
正
確
に
人
民
内
部
の
矛
盾
を
処
理
す
る
間
題
に
つ

　
い
て
」
、
人
民
出
版
社
一
九
五
七
年
版
、
二
〇
頁
。

（
２
１
）
　
レ
・
ー
ニ
ソ
「
国
家
と
革
命
」
、
「
レ
ー
ニ
ソ
全
集
」
、
第
二
五

　
巻
、
人
民
出
版
杜
一
九
五
八
年
版
、
四
七
七
頁
。

（
２
２
）
毛
沢
東
「
人
民
民
主
独
裁
を
論
ず
」
、
「
毛
沢
東
選
集
」
、
第

　
四
巻
、
人
民
出
版
杜
一
九
六
〇
年
板
、
一
四
一
八
頁
。

（
２
３
）
　
毛
沢
東
「
延
安
文
芸
座
談
会
に
お
け
る
講
話
」
、
「
毛
沢
東
選

　
集
」
、
第
三
巻
、
人
民
出
版
杜
一
九
五
三
年
第
一
版
、
八
五
〇
頁
。

（
２
４
）
　
毛
沢
東
「
正
確
に
人
民
内
部
の
矛
盾
を
処
理
す
る
問
題
に
つ

　
い
て
」
、
人
民
出
版
杜
一
九
五
七
年
版
、
三
五
頁
。

（
２
５
）
　
毛
沢
東
「
指
導
方
法
の
若
干
の
間
題
に
つ
い
て
」
、
「
毛
沢
東

　
選
集
」
、
第
三
巻
、
人
民
出
版
杜
一
九
五
五
年
第
二
版
、
九
〇
〇

　
頁
。

（
武
藤
）

一
九
（
六
六
七
）


